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(57)【要約】
　本明細書の主題は、一般に、画像に描かれたテキスト
に関連するコンテンツを提供することに関する。一態様
では、システムは、画像からテキストを抽出するように
構成されたデータ処理装置を含む。抽出されたテキスト
は、複数のブロックに分割される。複数のブロックは、
第1のズームレベルにおいてユーザインターフェース上
にそれぞれの第1のユーザ選択可能なターゲットとして
提示される。複数のブロックのうちの第1のブロックの
ユーザ選択が検出される。第1のブロックのユーザ選択
の検出に応答して、第1のブロック内の抽出されたテキ
ストの部分は、第1のズームレベルより大きい第2のズー
ムレベルにおいて、ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第2のユーザ選択可能なターゲットとして提示され
る。第1のブロック内の抽出されたテキストの一部のユ
ーザ選択の検出に応答して、ユーザ選択のテキストのコ
ンテンツに基づいてアクションが開始される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザデバイスによって、キャプチャされた画像からテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割するス
テップと、
　前記ユーザデバイスによって、第1のズームレベルにおいて、前記ユーザデバイスのユ
ーザインターフェース上にそれぞれのユーザ選択可能なターゲットとして前記ブロックを
提示するステップと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出するステップと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記ユーザデバイスによって
、前記第1のズームレベルより大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内
の前記抽出されたテキストの一部を、前記ユーザデバイスの前記ユーザインターフェース
上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとして提示するステップと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザデバイスによって、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアク
ションを開始するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記アクションを開始するステップが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される
宛先アドレスへの通信を開始するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　前記ユーザデバイスによって、検索エンジンに前記検索クエリを送信するステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成するステップと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示するステップと、
　前記候補クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザデバイスによって、選
択された候補クエリを検索エンジンに送信するステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップをさらに
備え、
　前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記画像の前記抽出
されたコンテキストにさらに基づいて、前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成
するステップを備える、請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前
記画像が複数のあらかじめ定義されたカテゴリの1つに該当するかどうかを決定するステ
ップと
をさらに備え、
　前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記画像が前記あら
かじめ定義されたカテゴリの1つに該当する場合、前記抽出されたコンテキストにさらに
基づいて前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップを備え、該当しな
い場合、前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記ユーザ選
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択のテキストの前記コンテンツのみに基づく、請求項3または4に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　少なくとも1つのブロックについて、前記ユーザデバイスによって、前記ブロックの前
記抽出されたテキストに基づいて1つまたは複数の検索クエリを生成するステップと、
　前記ユーザデバイスから検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信するス
テップと、
をさらに備える、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザデバイスが、前記ユーザインターフェース上にユーザ選択可能なそれぞれの
ターゲットとして前記ブロックを提示する前に、前記1つまたは複数の検索クエリを生成
して送信する、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザデバイスにおいて、前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エ
ンジンから検索結果コンテンツを受信するステップと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶するス
テップと
をさらに備える、請求項7または8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエリを
生成するステップが、
　前記ブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度にお
いてテキストの複数の第1のセットに解析するステップと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップと
を備える、請求項7、8、または9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記ブロックの前記抽出されたテキストを、テキストベースの粒度の前記第1のレベ
ルよりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2のセッ
トに解析するステップと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成するステップと、
　　　前記ユーザデバイスから前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信するステッ
プと、
　　　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記追加の検索クエ
リに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶する
ステップと
をさらに備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割するステップが、前記抽出されたテキス
トの意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項1から11のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェース上に、検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて受信
したコンテンツを表示するステップをさらに備える、請求項3から11のいずれか一項、ま
たは請求項3から11のいずれか一項に従属する請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　1つまたは複数のコンピュータによって実行されると、前記1つまたは複数のコンピュー
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タに、請求項1から13のいずれか一項において定義された方法を実行させる命令でエンコ
ードされたコンピュータストレージ媒体。
【請求項１５】
　請求項1から13のいずれか一項において定義された方法を実行するように構成された、
プロセッサ。
【請求項１６】
　ユーザデバイスによって、画像からテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割するス
テップと、
　前記ユーザデバイスによって、第1のズームレベルにおいて、前記ユーザデバイスのユ
ーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選択可能なターゲットとして前記複数
のブロックを提示するステップと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出するステップと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記ユーザデバイスによって
、前記第1のズームレベルより大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内
の前記抽出されたテキストの一部を、前記ユーザデバイスの前記ユーザインターフェース
上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとして提示するステップと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザデバイスによって、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアク
ションを開始するステップと
を備える、方法。
【請求項１７】
　前記アクションを開始するステップが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される
宛先アドレスへの通信を開始するステップを備える、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　前記ユーザデバイスによって、検索エンジンに前記検索クエリを送信するステップと
を備える、請求項16に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定するステップと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定するステップに応
答して、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整するステップと
をさらに備える、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づい
て選択された検索結果コンテンツを受信するステップをさらに備え、前記検索エンジンが
、前記画像が属する前記1つのあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をラン
ク付けする、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定するステップと
をさらに備え、
　前記検索クエリを生成するステップが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般
的な検索クエリを生成するステップを備える、請求項18に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成するステップと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示するステップと、
　前記候補クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザデバイスによって、前
記ユーザ選択の候補クエリを検索エンジンに送信するステップと
を備える、請求項16に記載の方法。
【請求項２３】
　ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記ユーザデバイスによって、前記第1のブロックの前記
抽出されたテキストに基づいて1つまたは複数の検索クエリを生成するステップと、
　前記ユーザデバイスから検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信するス
テップと、
をさらに備える、請求項16に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ユーザデバイスが、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エンジンから検索結果コンテンツ
を受信するステップと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶するス
テップと
をさらに備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成するステップが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析するステップと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップと
を備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前記第1のレベルのテキストベース
の粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2の
セットに解析するステップと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成するステップと、
　　　前記ユーザデバイスから前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信するステッ
プと、
　　　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記追加の検索クエ
リに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶する
ステップと
をさらに備える、請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割するステップが、前記抽出されたテキス
トの意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項16に記載の方法。
【請求項２９】
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　前記ユーザインターフェース上に、検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて受信
したコンテンツを表示するステップをさらに備える、請求項16に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ユーザインターフェース上に、前記検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて
受信したコンテンツを表示するステップが、前記画像の少なくとも一部とともに前記コン
テンツを前記ユーザデバイスのビューポートに表示するステップを備える、請求項29に記
載の方法。
【請求項３１】
　データ処理装置と、
　前記データ処理装置とデータ通信し、前記データ処理装置によって実行可能な命令を記
憶するメモリ装置であって、前記命令が、そのような実行時に、前記データ処理装置に、
　　画像からテキストを抽出することと、
　　前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割することと、
　　第1のズームレベルにおいて、ユーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選
択可能なターゲットとして前記複数のブロックを提示することと、
　　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することと、
　　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記第1のズームレベルより
大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一
部を、前記ユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットと
して提示することと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答し
て、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始することと
を備える動作を実行させる、メモリ装置と
を備える、システム。
【請求項３２】
　前記アクションを開始することが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される宛先
アドレスへの通信を開始することを備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記検索クエリを送信することと
を備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定することと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定することに応答し
て、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整することと
をさらに備える、請求項33に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記動作が、前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づいて選択された検索結果コ
ンテンツを受信することをさらに備え、前記検索エンジンが、前記画像が属する前記1つ
のあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をランク付けする、請求項34に記載
のシステム。
【請求項３６】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定することと
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をさらに備え、
　前記検索クエリを生成することが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般的な
検索クエリを生成することを備える、請求項33に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成することと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示することと、
　前記候補クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、選択された候補クエリを検索エン
ジンに送信することと
を備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記動作が、ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて
1つまたは複数の検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信することと、
をさらに備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記データ処理装置が、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項38に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記動作が、
　前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エンジンから検索結果コンテンツ
を受信することと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶するこ
とと
をさらに備える、請求項38に記載のシステム。
【請求項４１】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成することが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析することと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成することと
を備える、請求項38に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記動作が、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前記第1のレベルのテキストベース
の粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2の
セットに解析することと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成することと、
　　　前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信することと、
　　　前記検索エンジンから、前記追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツ
を受信することと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶する
ことと
をさらに備える、請求項41に記載のシステム。
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【請求項４３】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割することが、前記抽出されたテキストの
意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項31に記載のシステム。
【請求項４４】
　前記動作が、検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に
表示することをさらに備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に表示する
ことが、前記画像の少なくとも一部とともに前記データ処理装置のビューポートに前記コ
ンテンツを表示することを備える、請求項44に記載のシステム。
【請求項４６】
　データ処理装置によって実行されると、前記データ処理装置に、
　　画像からテキストを抽出することと、
　　前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割することと、
　　第1のズームレベルにおいて、ユーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選
択可能なターゲットとして前記複数のブロックを提示することと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記第1のズームレベルより大
きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部
を、前記ユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとし
て提示することと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始することと
を備える動作を実行させる命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項４７】
　前記アクションを開始することが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される宛先
アドレスへの通信を開始することを備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読
ストレージ媒体。
【請求項４８】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　検索エンジンに前記検索クエリを送信することと
を備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項４９】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定することと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定することに応答し
て、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整することと
をさらに備える、請求項48に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５０】
　前記動作が、前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づいて選択された検索結果コ
ンテンツを受信することをさらに備え、前記検索エンジンが、前記画像が属する前記1つ
のあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をランク付けする、請求項49に記載
の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５１】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
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　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定することと
をさらに備え、
　前記検索クエリを生成することが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般的な
検索クエリを生成することを備える、請求項48に記載の非一時的コンピュータ可読ストレ
ージ媒体。
【請求項５２】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成することと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示することと、
　前記候補クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザ選択の候補クエリを検
索エンジンに送信することと
を備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５３】
　前記動作が、ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて
1つまたは複数の検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信することと、
をさらに備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５４】
　前記データ処理装置が、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５５】
　前記動作が、
　前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エンジンから検索結果コンテンツ
を受信することと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶するこ
とと
をさらに備える、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５６】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成することが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析することと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成することと
を備える、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５７】
　前記動作が、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前記第1のレベルのテキストベース
の粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2の
セットに解析することと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成することと、
　　　前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信することと、
前記検索エンジンから、前記追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツを受信
することと、
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　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶する
ことと
をさらに備える、請求項56に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５８】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割することが、前記抽出されたテキストの
意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読スト
レージ媒体。
【請求項５９】
　前記動作が、検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に
表示することをさらに備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒
体。
【請求項６０】
　前記検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に表示する
ことが、前記画像の少なくとも一部とともに前記データ処理装置のビューポートに前記コ
ンテンツを表示することを備える、請求項59に記載の非一時的コンピュータ可読ストレー
ジ媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、関連コンテンツを使用した画像の効率的な増強に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットは、画像ファイル、オーディオファイル、ビデオファイル、およびウェ
ブページなどの様々なリソースへのアクセスを提供する。検索システムは、クエリに応じ
てリソースを識別することができる。クエリは、1つまたは複数の検索用語またはフレー
ズを含むテキストクエリ、画像を含む画像クエリ、またはテキストクエリと画像クエリと
の組合せであり得る。検索システムはリソースをランク付けし、識別されたリソースにリ
ンクしてもよく、クエリに関連するコンテンツを提供してもよい検索結果を提供する。
【０００３】
　カメラおよびカメラファーストアプリケーションを備えたスマートフォンが広く普及し
ていることからもわかるように、画像(たとえば、デジタル写真)は、ユーザが情報を収集
し、アクションを起こすための一般的な方法になった。たとえば、自分のスマートフォン
または他のデバイスで写真を撮影したユーザは、写真のコンテンツに関するさらなる情報
を取得したい場合がある。場合によっては、ユーザが写真において識別したコンテンツに
基づいてクエリを入力するために異なるアプリケーションを開く必要があり得るが、これ
は面倒であり、不正確または無効なクエリをもたらす可能性がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書は、画像に描かれたテキストに関連するコンテンツを提示するためのシステム
、方法、デバイス、および技法について説明する。
【０００５】
　一般に、本明細書に記載される主題の革新的な一態様は、ユーザデバイスによって、キ
ャプチャされた画像からテキストを抽出するステップを含む方法において実装することが
できる。ユーザデバイスは、抽出されたテキストを複数のブロックに分割することができ
る。ユーザデバイスは、第1のズームレベルにおいて、ユーザデバイスのユーザインター
フェース上にそれぞれのユーザ選択可能なターゲットとしてブロックを提示することがで
きる。複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することができる。第1
のブロックのユーザ選択の検出に応答して、ユーザデバイスは、第1のズームレベルより
大きい第2のズームレベルにおいて、第1のブロック内の抽出されたテキストの一部を、ユ



(11) JP 2020-521219 A 2020.7.16

10

20

30

40

50

ーザデバイスのユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲッ
トとして提示することができる。第1のブロック内の抽出されたテキストの一部のユーザ
選択の検出に応答して、ユーザデバイスは、ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づい
てアクションを開始することができる。この態様の他の実装形態は、コンピュータストレ
ージデバイス上にエンコードされた方法のアクションを実行するように構成された、対応
する装置、方法、およびコンピュータプログラムを含む。
【０００６】
　これらおよび他の実装形態は、任意で次の機能のうちの1つまたは複数を含むことがで
きる。いくつかの態様では、アクションを開始するステップは、ユーザ選択のテキストに
よって識別される宛先アドレスへの通信を開始するステップを含むことができる。
【０００７】
　アクションを開始するステップは、ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいて検索
クエリを生成するステップと、ユーザデバイスによって検索エンジンに検索クエリを送信
するステップとを含む。アクションを開始するステップは、ユーザ選択のテキストのコン
テンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを生成するステップと、ユーザインターフ
ェースに候補検索クエリを表示するステップと、候補クエリのうちの1つのユーザ選択に
応じて、ユーザデバイスによって、選択された候補クエリを検索エンジンに送信するステ
ップとを含むことができる。
【０００８】
　いくつかの態様は、ユーザデバイスによって、画像からコンテキストを抽出するステッ
プを含むことができる。検索クエリまたは候補検索クエリを生成するステップは、画像の
抽出されたコンテキストにさらに基づいて、検索クエリまたは候補検索クエリを生成する
ステップを含むことができる。
【０００９】
　いくつかの態様は、ユーザデバイスによって、画像からコンテキストを抽出するステッ
プと、ユーザデバイスによって、画像の抽出されたコンテキストを使用して、画像が多数
のあらかじめ定義されたカテゴリのいずれかに該当するかどうかを決定するステップとを
含み得る。検索クエリまたは候補検索クエリを生成するステップは、画像があらかじめ定
義されたカテゴリのいずれかに該当する場合、抽出されたコンテキストに基づいて検索ク
エリまたは候補検索クエリを生成するステップを含むことができ、該当しない場合、検索
クエリまたは候補検索クエリを生成するステップは、ユーザ選択のテキストのコンテンツ
のみに基づく。
【００１０】
　いくつかの態様では、ユーザデバイスは、少なくとも1つのブロックについて、またユ
ーザがブロックのうちのいずれかを選択する前に、ブロックの抽出されたテキストに基づ
いて1つまたは複数の検索クエリを生成することができる。ユーザデバイスは、ユーザデ
バイスから検索エンジンに1つまたは複数の検索クエリを送信することができる。ユーザ
デバイスは、ユーザインターフェース上にユーザ選択可能なそれぞれのターゲットとして
ブロックを提示する前に、1つまたは複数の検索クエリを生成して送信することができる
。
【００１１】
　いくつかの態様では、ユーザデバイスは、1つまたは複数の検索クエリに基づいて検索
エンジンから検索結果コンテンツを受信し、受信した検索結果コンテンツをユーザデバイ
スのローカルメモリに記憶することができる。ブロックの抽出されたテキストに基づいて
1つまたは複数の検索クエリを生成するステップは、ブロックの抽出されたテキストを、
第1のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第1のセットに解析するス
テップと、テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップとを含むことが
できる。
【００１２】
　いくつかの態様は、ブロックのユーザ選択の検出に応答して、ブロックの抽出されたテ
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キストを、第1のレベルのテキストベースの粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベー
スの粒度においてテキストの複数の第2のセットに解析するステップと、第1のブロック内
の抽出されたテキストの一部のユーザ選択を受信する前に、テキストの第2のセットごと
に追加の検索クエリを生成するステップと、ユーザデバイスから検索エンジンに各追加の
検索クエリを送信するステップと、ユーザデバイスによって、および検索エンジンから、
追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、追加の検索
結果コンテンツをユーザデバイスのローカルメモリに記憶するステップとを含むことがで
きる。
【００１３】
　いくつかの態様では、抽出されたテキストをブロックに分割するステップは、抽出され
たテキストの意味解析に少なくとも部分的に基づく。いくつかの態様は、ユーザインター
フェース上に、検索エンジンからユーザデバイスにおいて受信したコンテンツを表示する
ステップを含むことができる。
【００１４】
　一般に、本明細書に記載される主題の革新的な別の態様は、ユーザデバイスによって、
画像からテキストを抽出するステップを含む方法において実装することができる。ユーザ
デバイスは、抽出されたテキストを複数のブロックに分割することができる。ユーザデバ
イスは、第1のズームレベルにおいて、ユーザデバイスのユーザインターフェース上にそ
れぞれの第1のユーザ選択可能なターゲットとして複数のブロックを提示することができ
る。複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することができる。第1の
ブロックのユーザ選択の検出に応答して、ユーザデバイスは、第1のズームレベルより大
きい第2のズームレベルにおいて、第1のブロック内の抽出されたテキストの一部を、ユー
ザデバイスのユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲット
として提示することができる。第1のブロック内の抽出されたテキストの一部のユーザ選
択の検出に応答して、ユーザデバイスは、ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいて
アクションを開始することができる。
【００１５】
　いくつかの態様では、アクションを開始するステップは、ユーザ選択のテキストによっ
て識別される宛先アドレスへの通信を開始するステップを含むことができる。アクション
を開始するステップは、ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいて検索クエリを生成
するステップと、検索エンジンに検索クエリを送信するステップとを含む。
【００１６】
　いくつかの態様は、ユーザデバイスによって、画像からコンテキストを抽出するステッ
プと、画像の抽出されたコンテキストを使用して、画像が多数のあらかじめ定義されたカ
テゴリの1つに属すると決定するステップと、画像があらかじめ定義されたカテゴリの1つ
に属すると決定するステップに応答して、抽出されたコンテキストに基づいて検索クエリ
を調整するステップとを含む。
【００１７】
　いくつかの態様は、ユーザデバイスによって、および検索エンジンから、検索クエリに
基づいて選択された検索結果コンテンツを受信するステップを含むことができる。検索エ
ンジンは、画像が属する1つのあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をラン
ク付けすることができる。いくつかの態様は、ユーザデバイスによって、画像からコンテ
キストを抽出するステップと、抽出された画像のコンテキストを使用して、画像が多数の
あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属さないと決定するステップとを含むことができ
る。検索クエリを生成するステップは、ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般的な検
索クエリを生成するステップを含むことができる。
【００１８】
　いくつかの態様では、アクションを開始するステップは、ユーザ選択のテキストのコン
テンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを生成するステップと、ユーザインターフ
ェースに候補検索クエリを表示するステップと、候補クエリのうちの1つのユーザ選択に
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応じて、ユーザデバイスによって、ユーザ選択の候補クエリを検索エンジンに送信するス
テップとを含むことができる。
【００１９】
　いくつかの態様は、ユーザがブロックのうちのいずれかを選択する前に、また第1のブ
ロックについて、ユーザデバイスによって、第1のブロックの抽出されたテキストに基づ
いて1つまたは複数の検索クエリを生成するステップと、1つまたは複数の検索クエリをユ
ーザデバイスから検索エンジンに送信するステップとを含むことができる。
【００２０】
　いくつかの態様では、ユーザデバイスは、複数のブロックをユーザインターフェース上
にそれぞれの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、1つまたは複数の検
索クエリを生成して送信する。いくつかの態様は、1つまたは複数の検索クエリに基づい
て検索エンジンから検索結果コンテンツを受信するステップと、受信した検索結果コンテ
ンツをユーザデバイスのローカルメモリに記憶するステップとを含むことができる。
【００２１】
　いくつかの態様では、第1のブロックの抽出されたテキストに基づいて1つまたは複数の
検索クエリを生成するステップは、第1のブロックの抽出されたテキストを、第1のレベル
のテキストベースの粒度においてテキストの複数の第1のセットに解析するステップと、
テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップとを含むことができる。
【００２２】
　いくつかの態様は、第1のブロックのユーザ選択の検出に応答して、第1のブロックの抽
出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度よりも大きい第2のレベルのテ
キストベースの粒度においてテキストの複数の第2のセットに解析するステップと、第1の
ブロック内の抽出されたテキストの一部のユーザ選択を受信する前に、テキストの第2の
セットごとに追加の検索クエリを生成するステップと、ユーザデバイスから検索エンジン
に各追加の検索クエリを送信するステップと、ユーザデバイスによって、および検索エン
ジンから、追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、
追加の検索結果コンテンツをユーザデバイスのローカルメモリに記憶するステップとを含
むことができる。
【００２３】
　いくつかの態様では、抽出されたテキストをブロックに分割するステップは、抽出され
たテキストの意味解析に少なくとも部分的に基づく。いくつかの態様は、ユーザインター
フェース上に、検索エンジンからユーザデバイスにおいて受信したコンテンツを表示する
ステップを含むことができる。ユーザインターフェース上に、検索エンジンからユーザデ
バイスにおいて受信したコンテンツを表示するステップは、画像の少なくとも一部ととも
にコンテンツをユーザデバイスのビューポートに表示するステップを含むことができる。
【００２４】
　物理的な文書からテキストを抽出する(特に、スキャンされた文書を介して)ために、OC
R(光学文字認識)を使用することが提案されている。しかしながら、抽出されたテキスト
は通常、テキストのブロックとして扱われる。対照的に、本開示の態様は、画像内のすべ
ての(または、いくつかの)単語、フレーズ、および/またはテキストのブロック(たとえば
、電話番号などの数字を含む)をそれぞれのユーザ選択可能なターゲットにする。ユーザ
は、テキスト項目を含む/備えるブロックを選択することによって、画像内のテキスト項
目に基づいてクエリを起動することによって、画像のコンテンツに関するより多くの情報
を取得することができる。クエリによって返されたコンテンツは、ユーザデバイスのユー
ザインターフェースに表示される。クエリを開始するためにユーザが画像からテキストを
検索エンジンに手動で入力する必要がある従来のプロセスと比較して、本発明の態様は、
ユーザが検索語を手動で入力する際にエラーを起こし、検索語を再入力しなければならな
い可能性を排除する。これにより、誤って入力されたクエリに検索エンジンが応答し、ユ
ーザがエラーを認識して訂正されたクエリを再送信するときにクエリと取得プロセスを繰
り返す必要がある可能性を避けるため、ネットワークと検索エンジンのリソースをより効
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率的に使用できるようになる。
【００２５】
　本明細書に記載される主題の特定の実施形態は、以下の利点のうちの1つまたは複数を
実現するように実装することができる。ユーザが手動でテキストクエリを入力することを
必要とするのではなく、画像内に描かれ、ユーザによって選択されたテキストに基づいて
コンテンツを識別する(たとえば、クエリを介して)ことによって、ネットワークを通過す
る提出されたクエリの数を減らすことにより、検索エンジンによって処理される検索クエ
リの数を減らすことにより、および検索クエリに応答してネットワークを介して提供され
る検索結果の数を減らすことにより、ネットワークおよび検索エンジンリソースをより効
率的に使用できるようになる。たとえば、ユーザが画像内に見えるテキストをクエリとし
て誤って入力することもあり、正しいクエリがユーザの情報ニーズを満たす検索結果をも
たらすまで、1つまたは複数のクエリ補正と後続のネットワーク通信および検索エンジン
処理とを必要とする画像のコンテンツを正確に反映しないクエリを提出することもある。
これらの追加のクエリはネットワークと検索エンジンのリソースを消費するため、他のネ
ットワークトラフィックおよび他のクエリを処理するために使用できるネットワークと検
索エンジンの帯域幅が少なくなり、ならびに/または検索エンジンの多くのユーザにわた
ってスケールアップした場合は特に検索エンジンの応答時間が長くなる。したがって、ユ
ーザの情報ニーズを正確に反映するテキストのユーザ選択に応じてコンテンツを識別する
と、ネットワーク帯域幅の増加、ネットワークおよび検索エンジンの応答時間の短縮、お
よび/または検索エンジンによって処理されるクエリの増加につながる。
【００２６】
　ユーザがテキストを再入力するのではなくテキストを選択できるようにすることも、ユ
ーザにとってより効率的であり、ユーザがテキストに関連するコンテンツをより迅速に要
求することを可能にする。また、これにより、テキストの異なる部分に対して異なるター
ゲットを単に選択することによって、ユーザが複数のクエリを提出することがより容易に
なる。
【００２７】
　本明細書で説明するズーム技法により、ユーザは、ユーザが追加コンテンツを受信した
いテキストを迅速かつ効率的に選択することが可能になる。たとえば、ユーザデバイスが
低ズームレベル(たとえば、テキストが最小である最低ズームレベル)にあるときにテキス
トの部分ごとにユーザ選択可能なターゲットを作成すると、ユーザは、ユーザが選択しよ
うとしたテキストに隣接するテキストなどの間違ったテキストを選択する可能性がある。
これにより、意図しないクエリがネットワークを介して検索エンジンに送信される可能性
があり、上記の欠点があるが、いずれもユーザのフラストレーションを引き起こす可能性
がある。適切なズームレベルにおいてテキストのブロックのユーザ選択可能なターゲット
を作成し、次いでより高いズームレベルにおいてテキストのより小さい部分のユーザ選択
可能なターゲットを作成することによって、ユーザは正しいテキストをより容易に選択で
きる。ズーム技法により、ネットワークを介して検索エンジンに送信される意図しないク
エリの数が減少するため、ネットワーク帯域幅の増加、ネットワーク応答時間の短縮、検
索エンジンによって処理されるクエリの増加、および検索エンジンの応答時間の短縮をも
たらすことができる。
【００２８】
　画像のコンテンツは、ズームレベル、および/またはそのズームレベルにおいてユーザ
デバイスのビューポートに提示される画像内のテキストに基づいて、ユーザデバイスにお
いてプリキャッシュすることができる。ズームレベルが変更されると、更新されたズーム
レベルおよび/または更新されたズームレベルにおいてビューポートに提示されるテキス
トに基づいて、追加の(および/または代替の)コンテンツをプリキャッシュすることがで
きる。このようにして、テキストのユーザ選択に応じて、画像内のテキストに関連するコ
ンテンツをより迅速に提示することができる。
【００２９】
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　前述の主題の様々な特徴および利点は、図面に関して以下で説明される。追加の特徴お
よび利点は、本明細書に記載の主題および特許請求の範囲から明らかである。
【００３０】
　誤解を避けるために、本明細書で使用される「テキスト」は、たとえば、電話番号また
は電子メールアドレスがテキストのブロックを構成し得るように、文字、数字、および/
または記号を包含することが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】ユーザデバイスが画像に描かれたテキストに関連するコンテンツを提示する例示
的な環境を示す図である。
【図２】ユーザ選択のテキストに関連する追加コンテンツを要求するために、ユーザがテ
キストを選択することを可能にする例示的なユーザインターフェースの例示的なスクリー
ンショットを示す図である。
【図３】ユーザがテキストを選択し、選択されたテキストに関連するコンテンツを閲覧す
ることを可能にする例示的なユーザインターフェースの例示的なスクリーンショットを示
す図である。
【図４】ユーザがテキストを選択し、選択されたテキストに関連するコンテンツを閲覧す
ることを可能にする例示的なユーザインターフェースの例示的なスクリーンショットを示
す図である。
【図５】ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始するための例示
的なプロセスのフローチャートである。
【図６】検索クエリに応答してコンテンツを提供するための例示的なプロセスのフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　一般に、本明細書で説明されるシステムおよび技法は、画像に描かれたテキストおよび
/または他のコンテンツに関連する追加コンテンツを識別および提供する。ユーザは、画
像をキャプチャするために、スマートフォンまたは他のユーザデバイスのカメラを使用す
ることができる。次いで、追加コンテンツを識別するために、画像内のテキストを使用す
ることができる。たとえば、画像にレストランのメニューが描かれている場合がある。ユ
ーザデバイスは、ユーザがテキストを選択し、選択したテキストに関連する追加コンテン
ツを閲覧することを可能にするために、テキストまたはその周辺にユーザ選択可能なター
ゲットを提示することができる。たとえば、ユーザは、メニュー項目を選択し、メニュー
項目に関連するコンテンツ(たとえば、栄養情報)、メニュー項目の画像、またはメニュー
項目に関連する他の種類のコンテンツを閲覧し得る。追加コンテンツは、以下で説明する
プリキャッシュ技法を使用して、選択に応じて瞬時に(または、ほぼ瞬時に)提示すること
ができる。
【００３３】
　ユーザデバイスは、たとえば、テキストの意味解析、および/または画像内のテキスト
の配置を使用して、画像に描かれたテキストをブロックに分割し、各ブロックをユーザ選
択可能なターゲットとして提示することができる。たとえば、ユーザデバイスは、画像内
のテキストのレイアウトおよび意味解析に基づいて、メニューの画像内のテキストを、メ
ニューのセクションごとのブロック(たとえば、前菜のブロック、主菜のブロックなど)を
含む複数のブロックに分割することができる。ユーザがブロックのうちの1つを選択する
と、ユーザデバイスは選択されたブロックをより高いズームレベルにおいて提示し、ブロ
ック内のテキストの一部をユーザ選択可能なターゲットとして提示することができる。た
とえば、ユーザデバイスは、フレーズ、メニュー項目、またはテキストの他の関連部分を
識別し、テキストの関連部分のうちの少なくともいくつかを、より高いズームレベルにお
いてユーザ選択可能なターゲットとして提示することができる。ズームレベルと、様々な
ズームレベルに基づいてユーザ選択可能なターゲットを変更することによって、ユーザは
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、追加コンテンツについて閲覧したいテキストをより容易に選択することができる。
【００３４】
　各ズームレベルにおいて、ズームレベルにおいてユーザデバイスによって提示されるテ
キストに基づいて、ユーザデバイスにおいてコンテンツをプリキャッシュすることができ
る。ユーザがズームレベルを調整すると、更新されたズームレベルにおいてユーザデバイ
スによって提示されるテキストに基づいて、追加および/または異なる(代替)コンテンツ
を、(たとえば、ユーザがテキストを選択する前に)ユーザデバイスにおいてプリキャッシ
ュすることができる。このようにして、ユーザが選択したテキストに関連するコンテンツ
を、ユーザが選択を行った後に瞬時に、または、少なくともネットワークを介して要求を
送信するよりもより迅速に提供することができる。
【００３５】
　図1は、ユーザデバイス110が画像に描かれたテキストに関連するコンテンツを提示する
例示的な環境100を示す図である。ユーザデバイス110は、スマートフォン、タブレットコ
ンピュータ、ウェアラブルデバイス、あるいは他のタイプのモバイルまたは非モバイル電
子デバイスであり得る。ユーザデバイス110は、画像113および/またはビデオをキャプチ
ャするカメラ112を含む。ユーザデバイス110はまた、画像113および/またはビデオ、なら
びに画像113に関連するコンテンツを提示するディスプレイ120を含む。以下により詳細に
説明するように、ディスプレイ120は、ユーザがディスプレイ120に提示される画像113に
描かれたテキストと対話することを可能にするタッチスクリーンなどの入力デバイスを含
むことができる。
【００３６】
　ユーザデバイス110は、ユーザがカメラ112を使用して画像をキャプチャすること、また
はビューファインダを使用してカメラのレンズの視野内のオブジェクトを閲覧することを
可能にする画像アプリケーション111を含む。画像アプリケーション111はまた、ユーザが
、画像に描かれたテキストに関連するコンテンツを閲覧および/または聞くことも可能に
する。本明細書の目的上、画像は、カメラ112によってキャプチャされた画像、およびカ
メラのレンズの視野を示すビューファインダ内の可視コンテンツを指す。また、画像アプ
リケーション111により、ユーザが、たとえばユーザデバイス110のローカルメモリ124な
どのユーザデバイスに記憶された画像、または異なる場所に記憶された画像に描かれたテ
キストに関する追加コンテンツを閲覧することが可能になる。たとえば、ユーザは、ユー
ザデバイス110(または、ネットワーク化された場所)に記憶された画像を選択し、画像お
よび/または画像に描かれたテキストに関するコンテンツを閲覧するために、画像アプリ
ケーション111を使用することができる。ローカルメモリ124は、ユーザデバイス110の内
部メモリ(たとえば、ユーザデバイス110のフラッシュメモリ)またはユーザデバイス110に
接続された外部メモリ(たとえば、ユーザデバイス110のユニバーサルシリアルバス(USB)
ポートに接続されたメモリ)を含むことができる。
【００３７】
　画像アプリケーション111は、画像に描かれたテキストを処理するテキストプロセッサ1
14を含む。テキストプロセッサ114は、たとえば、光学文字認識(OCR)を使用して、画像に
描かれたテキストを認識することができる。いくつかの実装形態では、テキストプロセッ
サ114は、たとえば、ネットワーク化された場所にあるフルサービスOCRアプリケーション
と比較して、画像においてテキストが識別される速度を上げるために、ユーザデバイス11
0上で実行される軽量OCRエンジンを含む。軽量OCRエンジンは少量のメモリ(たとえば、メ
モリのしきい値量よりも少ない)を使用するか、および/またはユーザデバイス110の最小
の処理能力を使用して画像内のテキストを識別するOCRエンジンである。軽量OCRエンジン
は、ネットワーク化された場所のOCRエンジンに画像を送信する場合と比較して、ユーザ
デバイス110の追加の処理能力を使用し得るが、軽量OCRエンジンにより、画像がネットワ
ークを介して送信され、OCRエンジンによって処理され、テキストがユーザデバイス110に
返送される場合よりも迅速にテキスト認識を実行することが可能になる。これにより、テ
キストを認識し、テキストに関連するコンテンツを提示する際の待ち時間が短縮される。
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軽量OCRエンジンは、画像内のテキストを識別するための機能を含むソフトウェア開発キ
ット(SDK)として実装することができる。
【００３８】
　テキストプロセッサ114はまた、関連するテキストのブロック、フレーズ、または他の
部分を識別するために、画像に描かれたテキストを処理することができる。いくつかの実
装形態では、テキストプロセッサ114は、画像内のテキストの配置に基づいて関連するテ
キストを識別することができる。たとえば、テキストプロセッサ114は、関連するテキス
トとして、一緒にグループ化され、ならびに/あるいは同じフォントタイプ、サイズ、お
よび/または色などの同じ(または、類似の)視覚特性を有するテキストを識別することが
できる。テキストのグループは、グループ内の他のテキストのしきい値距離内にあるテキ
スト、および/または画像内の可視エッジまたは境界内にあるテキストを含むことができ
る。たとえば、テキストのグループは、画像に描かれた可視ブロック(たとえば、正方形
、長方形、または可視境界を有する他の適切な形状)内の、または画像に描かれた分割線
の片側にあるテキストを含み得る。
【００３９】
　いくつかの実装形態では、テキストプロセッサ114は、関連するテキストを識別するた
めに、画像に描かれたテキストの意味解析を実行する。たとえば、テキストプロセッサ11
4は、関連するテキストとして、画像に描かれたテキスト内のフレーズ、句、文、または
段落を識別するために、意味解析を使用することができる。テキストプロセッサ114はま
た、関連するフレーズ、句、文、段落、または個々の単語のブロックを識別するために、
意味解析および/または画像内のテキストの配置を使用することができる。たとえば、画
像内の認識されたすべての単語(または、その大部分)を分析することによって、テキスト
プロセッサ114は、以下で説明するように画像のカテゴリを決定し、複数の意味を持つ場
合がある単語の意味を明確にするために画像のカテゴリを使用することができる。別の例
では、テキストプロセッサ114は、特定の見出しを含む画像の特定の部分に単語が含まれ
ることを決定し、単語の意味を決定するために見出しを使用するために、テキストの配置
を使用することができる。たとえば、「頬」という単語がメニューの画像にあり、見出し
「BBQ主菜」の下にある場合、テキストプロセッサ114は、「頬」という単語が身体部分で
はなく食品を指していると決定することができる。
【００４０】
　場合によっては、テキストのブロックは複数の行のテキストを含む。たとえば、メニュ
ーの前菜のテキストのブロックは、前菜ごとにテキストの1つまたは複数の行を含むこと
ができる。他の場合、テキストのブロックは、単一のフレーズまたは単一の単語を含み得
る。たとえば、テキストのブロックは、ボートの横に描かれたテキスト、または公園にお
いて看板に刻まれたテキストを含み得る。
【００４１】
　テキストプロセッサ114は、処理された画像において識別されたテキストと、画像にお
いて識別されたテキストの各ブロック(または、他の部分)を指定する画像データ115を出
力することができる。テキストのブロックごとに、画像データ115は、ブロックに含まれ
る実際のテキスト(たとえば、実際の単語およびフレーズ)を指定することができる。画像
データ115はまた、画像内のテキストの各部分の位置を指定することができる。たとえば
、画像データ115は、テキストのブロックについて、テキストのブロックを囲む画像内の
座標、またはテキストの長方形ブロックの各コーナーの座標を含むことができる。以下に
説明するように、画像アプリケーション111のコンテンツ取得部116は、画像において識別
されたテキストに関連するコンテンツを取得するために、たとえば、ローカルメモリ124
におけるコンテンツをプリキャッシュするために、画像データ115を使用することができ
る。
【００４２】
　画像アプリケーション111のユーザインターフェースコントローラ118は、画像113を受
信し、ディスプレイ120上に画像113を提示するユーザインターフェース122を生成するこ
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とができる。いくつかの実装形態では、画像アプリケーション111は、カメラ112によって
キャプチャされた画像113を、たとえば画像がテキストプロセッサ114によって処理される
前に、ユーザデバイス110のディスプレイ120によって表示するためにユーザインターフェ
ースコントローラ118に直接提供する。このようにして、画像113は、画像がキャプチャさ
れた直後に表示される。
【００４３】
　ユーザインターフェースコントローラ118はまた、テキストプロセッサ114によって出力
された画像113の画像データ115を受信することができる。ユーザインターフェースコント
ローラ118は、テキストプロセッサ118によって識別されたテキストのブロックのユーザ選
択可能なターゲットを生成するために、画像データ115(たとえば、テキストのブロックと
画像113内のそれらの位置を示すデータ)を使用することができる。ユーザ選択可能なター
ゲットにより、ユーザは、ブロック内のテキストに関連するコンテンツを取得するために
テキストのブロックを選択することと、ブロック内のテキストを選択するためにブロック
にズームインすることと、および/または別のアクションを開始することとが可能になる
。ユーザ選択可能な各ターゲットは、ディスプレイの選択可能な部分(たとえば、選択可
能なタッチスクリーン領域)と、ブロックが選択可能であることを示す視覚インジケータ
を含むことができる。たとえば、テキストのブロックのユーザ選択可能なターゲットは、
視覚インジケータとして、選択可能なアイコン、ブロックの周囲の強調表示されたボック
ス(または、他の形状)、ブロック内のテキストの異なる背景色、ブロック内のテキストの
異なるフォントの色、強調表示または太字のテキスト、あるいはブロックが選択可能であ
ることをユーザに示す他の適切な視覚インジケータを含むことができる。ユーザは、ター
ゲットと対話することによって、たとえば、ターゲットをクリックすること、ターゲット
上にポインタを置くこと、ターゲットの場所でタッチスクリーンにタッチすること、また
は他の適切なユーザ対話を使用することによって、ユーザ選択可能なターゲットを選択す
ることができる。
【００４４】
　ユーザインターフェースコントローラ118は、ユーザインターフェース122においてユー
ザ選択可能なターゲットを画像113に提示することができる。ユーザインターフェースコ
ントローラ118はまた、ブロックに含まれるテキストの部分に対してユーザ選択可能なタ
ーゲットを生成することができる。たとえば、ユーザインターフェース122は、テキスト
のブロックについて、ユーザが、ブロック内のテキストをより大きくするためにブロック
にズームインすることを可能にするユーザ選択可能なターゲットを含むことができる。ユ
ーザインターフェース122はまた、ブロック内のテキストの1つまたは複数の部分ごとに、
ユーザがテキストの部分に関連するコンテンツを要求するためにテキストの部分を選択す
ることを可能にするユーザ選択可能なターゲットを含むことができる。上述のように、画
像がキャプチャされた直後に画像113が表示されるいくつかの実装形態では、画像がテキ
ストプロセッサによって処理されると、ユーザインターフェースコントローラ118は、最
初に表示された画像をユーザ選択可能なターゲットで補完し得る。
【００４５】
　いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコントローラ118は、テキストブロ
ックに2つのユーザ選択可能なターゲットを含むことができる。たとえば、第1のユーザ選
択可能なターゲットは、ユーザがテキストのブロックにズームインすることを可能にし、
第2のユーザ選択可能なターゲットは、ユーザがブロック内のテキストに関連するコンテ
ンツを要求することを可能にする。別の例では、ユーザがテキストを含まないブロック内
の場所、たとえば、テキスト間のスペースを選択することに応答して、ユーザインターフ
ェースコントローラ118はテキストのブロックにズームインすることができる。ユーザが
ブロック内のテキストを選択すると、ユーザインターフェースコントローラ118は、ユー
ザ選択のテキスト、またはブロック内のテキストに関連するコンテンツの要求を開始する
ことができる。
【００４６】
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　ユーザインターフェースコントローラ118は、テキストブロックのユーザ選択に応じて
、テキストのブロックにズームインするか、コンテンツを提示するかを決定することがで
きる。いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコントローラ118は、選択され
たテキストブロック内のテキストに基づいて、たとえば、選択されたテキストブロック内
のテキストの意味コンテンツに基づいて、コンテンツにズームインするか、または提示す
るかを決定することができる。たとえば、テキストブロックが1つの特定のエンティティ
または特定のタイプのコンテンツに関連するテキストを含む場合、ユーザインターフェー
スコントローラ118は、テキストブロックにズームインするのではなく、エンティティに
関連するコンテンツを提示することを決定することができる。別の例では、テキストブロ
ックが特定の料理に関連するテキストを含む場合、ユーザインターフェースコントローラ
118は、テキストブロックのユーザ選択に応じて特定の料理に関連するコンテンツを提示
することを決定することができる。コンテンツは、たとえば、アニメーション化された吹
出しで料理のレビューを含むテキストブロックの横にあるキャラクターアバターであって
よい。テキストブロックが複数のエンティティまたは複数の種類のコンテンツに関連する
テキストを含む場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、テキストブロックの
ユーザ選択に応じてテキストブロックにズームインすることを決定することができる。
【００４７】
　ユーザインターフェースコントローラ118は、たとえば、特定のズームレベルに達する
まで、ユーザがテキストの一部に対してユーザ選択可能なターゲットを選択するたびにズ
ームレベルを調整することができる。ユーザがテキストのブロックを選択した場合、ユー
ザインターフェースコントローラ118は、ブロック内のテキストがディスプレイ120上でよ
り大きくなるようにテキストのブロックにズームインすることができる。たとえば、ユー
ザインターフェースコントローラ118は、ユーザ選択のブロックが少なくとも1つの次元(
たとえば、水平および/または垂直)においてディスプレイ120のビューポートを満たすよ
うに、ディスプレイ120上の画像にズームインすることができる。
【００４８】
　ユーザインターフェースコントローラ118はまた、ユーザ選択のブロック内のテキスト
の少なくとも一部をユーザ選択可能なターゲットとして提示することができる。このよう
にして、ユーザは、単語またはフレーズに関連するコンテンツを要求するために、テキス
トの一部、たとえば単語またはフレーズを選択することができる。いくつかの実装形態で
は、ユーザが複数の単語を含むフレーズまたはテキストの他の部分を選択した場合、ユー
ザインターフェースコントローラ118は、テキストの部分にさらにズームインし、選択さ
れた部分のサブ部分のユーザ選択可能なターゲットを提示し得る。たとえば、ユーザがフ
レーズを選択した場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、フレーズが少なく
とも1つの次元(たとえば、水平および/または垂直)でディスプレイのビューポートを満た
すようにズームインすることができる。ユーザインターフェースコントローラ118はまた
、テキストのサブ部分をユーザ選択可能なターゲットとして提示することができる。たと
えば、ユーザがメニューの画像において「赤ワイン」というフレーズを選択した場合、ユ
ーザインターフェースコントローラ118はそのフレーズにズームインし、「赤」という単
語を1つのユーザ選択可能なターゲットとして提示し、「ワイン」という単語を第2のユー
ザ選択可能なターゲットとして提示することができる。
【００４９】
　ユーザインターフェースコントローラ118は、テキストの部分のコンテンツに基づいて
、ユーザ選択可能なターゲットとして提示するために、ユーザ選択のブロック内のテキス
トの部分を選択することができる。いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコ
ントローラ118は、テキスト部分に利用可能なコンテンツに基づいてテキストを選択する
ことができる。たとえば、ユーザインターフェースコントローラ118は、特定のタイプの
コンテンツが利用可能な、知られているエンティティ(たとえば、エンティティに関する
情報の要約を含む知識パネルが利用可能なエンティティ)のリストにアクセスすることが
できる。テキストの一部が、名前、または知られているエンティティのリスト内のエンテ
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ィティへの他の参照を含む場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、テキスト
の一部をユーザ選択可能なターゲットとして提示できるため、ユーザは、エンティティに
関連する追加コンテンツを要求するために、テキストの一部を選択することができる。
【００５０】
　いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコントローラ118は、ユーザ選択の
ブロック内のテキストの部分をランク付けし、テキストの上位ランク部分をユーザ選択可
能なターゲットとして提示し、テキストの下位ランク部分をユーザ選択可能なターゲット
として提示しない。たとえば、ユーザインターフェースコントローラ118は、最高ランク
を有するテキストの部分の特定の数または割合、またはしきい値スコアを満たす(たとえ
ば、超える)ランクスコアを有する部分を選択することができる。ユーザインターフェー
スコントローラ118は、テキストの部分ごとに利用可能なコンテンツの量、テキストの各
部分と画像のカテゴリとの間の関連性、テキストの部分によって参照されるエンティティ
の人気度(たとえば、エンティティごとに受信したクエリの数に基づいて)、および/また
は他の適切な基準に基づいて、テキストの部分をランク付け(および/またはランクスコア
を決定)することができる。
【００５１】
　ユーザインターフェースコントローラ118はまた、ユーザ対話に応じてテキストからズ
ームアウトすることができる。たとえば、ユーザインターフェースコントローラ118は、
タッチスクリーンにおけるユーザピンチまたはズームアウトのためのアイコンの選択に応
じて、より多くの画像を提示するためにズームアウトすることができる。
【００５２】
　たとえば、テキストの一部に対してユーザ選択可能なターゲットを選択することによっ
てユーザがコンテンツの要求を開始すると、UIコントローラ118は要求データ123をコンテ
ンツ取得部116に送信することができる。要求データ119は、選択されたテキストを指定す
ることができる。たとえば、ユーザがユーザインターフェース122において提示される画
像に描かれたユーザ選択可能なフレーズを選択した場合、ユーザインターフェースコント
ローラ118は、フレーズ内の各単語を指定する要求データ119を生成することができる。別
の例では、ユーザがテキストのブロックを選択した場合、ユーザインターフェースコント
ローラ118は、テキストのブロック内の各単語を指定する要求データ119を生成することが
できる。
【００５３】
　いくつかの実装形態では、要求データ119はコンテキストデータを含む。たとえば、要
求データ119は、選択されていない他のテキストを含むことができる。特定の例では、要
求データ119は、画像において識別される各単語(または、単語のうちのいくつか)、また
は現在のズームレベルに基づいてユーザインターフェース122において可視である各単語(
または、単語のうちのいくつか)を含むことができる。以下で説明するように、画像のカ
テゴリを識別するためにコンテキストデータを使用することができ、次いで、コンテキス
トデータは、選択した単語を明確にするために、またユーザ選択に応じて提示するコンテ
ンツを選択するために使用することができる。たとえば、「肩」などの選択された単語が
食品に対応することを決定し、適切なコンテンツを選択するために、メニューの画像内の
追加の単語を使用することができる。
【００５４】
　コンテンツ取得部116は、ユーザインターフェースコントローラ118から要求データ119
を受信し、要求データ119に基づいて、検索システム150(または、ローカルメモリ124)か
らコンテンツを取得することができる。いくつかの実装形態では、コンテンツ取得部118
は、要求データ119に基づいて1つまたは複数の検索クエリを指定するクエリデータを生成
し、たとえば、ローカルエリアネットワーク(LAN)、ワイドエリアネットワーク(WAN)、モ
バイルネットワーク、インターネット、またはそれらの組合せなどのデータ通信ネットワ
ーク140を介して、クエリデータ130を検索システム150に送信する。1つまたは複数のクエ
リは、ユーザによって選択されたテキストを含むことができる。クエリデータ130はまた
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、コンテキストデータを含むことができる。
【００５５】
　検索システム150は、検索エンジン152およびコンテキスト分類器154を含む。検索エン
ジン150は、クエリデータ130に含まれる1つまたは複数の検索クエリに含まれる単語に基
づいてコンテンツを識別するために、インデックス156を使用することができる。インデ
ックス156は、クエリに応答して提供することができる、またはクエリに応答して提供さ
れた検索結果において参照することができる、電子リソース(たとえば、ウェブページ、
画像、ビデオ、および/または他のコンテンツ)を指定するデータを含むことができる。
【００５６】
　コンテキスト分類器154は、画像または画像の一部に描かれたテキストに基づいて画像(
または、ユーザインターフェース122において可視である画像の一部)を分類するために、
1つまたは複数の機械学習モデルを使用することができる。機械学習モデルは、ラベル付
きトレーニングデータを使用してトレーニングすることができる。ラベル付きトレーニン
グデータは、トレーニング画像のセットと、画像ごとに、画像に描かれている単語を指定
するデータと、画像のカテゴリを指定するラベルとを含むことができる。例示的なカテゴ
リは、レストランのメニュー、標識(たとえば、道路標識または店舗の看板)、雑誌、映画
のポスター、音楽のポスターなどを含むことができる。図1は、コンテキスト分類器154を
検索システム150の一部として示しているが、いくつかの実装形態では、コンテキスト分
類器154をユーザデバイス110上に実装することができる。
【００５７】
　クエリデータが受信されると、コンテキスト分類器154は、画像を分類するために機械
学習モデルがトレーニングされたあらかじめ定義されたカテゴリのセットの1つに画像を
分類しようと試みるために、クエリデータ130のコンテキストデータと機械学習モデルを
使用することができる。いくつかの実装形態では、検索エンジン152は、分類、および/ま
たは画像が正常に分類されたかどうかに基づいて、検索クエリを調整し、かつ/またはリ
ソースのランキングを調整する。
【００５８】
　コンテキスト分類器154が画像をカテゴリのうちの1つに分類する場合、検索エンジン15
2(または、コンテキスト分類器154がユーザデバイス110に実装されている場合はコンテン
ツ取得部116)は、画像が分類されたカテゴリに基づいて1つまたは複数の用語を含めるた
めに、検索クエリを調整することができる。たとえば、画像が映画のポスターとして分類
される場合、検索エンジン152は、「映画」という単語を検索クエリに追加することがで
きる。特定の例では、ユーザ選択のテキストは映画のタイトル「エイリアン」であり得る
。コンテキスト分類器154は、画像を映画のポスターとして分類するために、映画のポス
ターに描かれた追加の単語、たとえば、俳優の名前または映画の説明を使用することがで
きる。次いで、検索エンジン152は、「エイリアン映画」というクエリを形成するために
、「映画」という単語を「エイリアン」というクエリに追加することができる。このよう
にして、検索結果は一般的にエイリアンに関連する他のコンテンツよりも、「エイリアン
」という映画に関連する可能性が高くなる。
【００５９】
　いくつかの実装形態では、検索エンジン152は、画像の分類に基づいて検索結果のラン
キングを調整する。たとえば、検索エンジン152は、検索クエリを修正するのではなく、
画像のカテゴリに関連するリソースの検索結果を高める(たとえば、検索結果のランクを
上げる)、および/または画像のカテゴリに関連しない検索結果のランキングを下げること
ができる。いくつかの実装形態では、検索エンジン152は、画像のカテゴリに基づいてリ
ソースのタイプのランキングを調整することができる。たとえば、画像のカテゴリが音楽
のポスターである場合、検索エンジン152はオーディオおよびビデオリソースを高め、ウ
ェブページリソースのランキングを下げることができる。
【００６０】
　コンテキスト分類器154が画像をカテゴリのうちの1つに分類しない場合、たとえば、コ
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ンテキストデータがカテゴリのうちの1つに関連していないため、検索エンジン152は、ユ
ーザ選択のテキストを使用して一般的な検索を実行することができる。これは、コンテキ
スト分類器154によって受信されたコンテキストデータに基づいてカテゴリを決定できな
い画像の代替オプションであり得る。たとえば、店舗の看板の画像は、画像を分類するた
めに使用することができる追加のコンテキストテキストがない単一の単語のみを含む場合
がある。
【００６１】
　検索エンジン152は、検索クエリと、検索クエリに応答して識別されたリソースのラン
キングに基づいて、コンテンツ132をコンテキスト取得部116に提供することができる。た
とえば、検索エンジン152は、コンテンツ132に、特定の数の最高ランクのリソースを提供
することができる。別の例では、検索エンジン152は、コンテンツ132に、最高ランクのリ
ソースを参照する、たとえば、それにリンクする、検索結果を提供することができる。た
とえば、以下で説明するように、コンテンツを画像で提示することができ、または、ユー
ザ選択のテキストに基づいて選択した検索結果を含む検索結果ページが提示され得る。コ
ンテンツ取得部116は、コンテンツ132を受信し、コンテンツ132をユーザインターフェー
スコントローラ118に提供することができる。次に、ユーザインターフェースコントロー
ラ118は、ユーザインターフェース122におけるコンテンツ132に含まれるリソースの少な
くとも一部を、検索結果ページ上の画像または検索結果とともに提示することができる。
たとえば、ユーザインターフェースコントローラ118は、コンテンツとして、ウェブペー
ジリソースから抽出されたテキストおよび/または画像、ウェブサイトによってホストさ
れるビデオへのリンク、ならびに/あるいは、ユーザによって選択された場合、ユーザイ
ンターフェースにおいてビデオの再生を開始するビデオのサムネイル画像を提示すること
ができる。
【００６２】
　コンテンツ取得部116はまた、たとえば、画像に描かれたテキストの選択を受信する前
に、コンテンツをローカルメモリにプリキャッシュすることもできる。いくつかの実装形
態では、コンテンツ取得部116は、テキストプロセッサ114によって出力された画像データ
115に基づいてクエリデータ130を検索システム150に送信する。クエリデータ130は、テキ
ストプロセッサ114によって画像内で識別されたすべてのテキストを含むことができる。
検索エンジン152は、コンテキスト分類器154によって決定された画像のテキストおよび/
またはカテゴリに基づいてコンテンツを識別することができる。コンテンツ取得部116は
、検索エンジン152から識別されたコンテンツを受信し、ローカルメモリ124にコンテンツ
を記憶することができる。このようにして、ユーザが画像全体に関連するコンテンツを要
求した場合、コンテンツ取得部116は、ユーザ要求後にネットワーク140を介して追加のク
エリデータを検索システム150に送信するのではなく、ローカルメモリからコンテンツを
取得することができる。これにより、ユーザにコンテンツを提示する際の待ち時間を短縮
し、選択したテキストに関連する追加コンテンツをユーザが瞬時に、またはほぼ瞬時に(
たとえば、1秒などのしきい値未満の時間で)閲覧することを可能にする。
【００６３】
　いくつかの実装形態では、コンテンツ取得部116は、プリキャッシュのために、ユーザ
インターフェース122のズームレベルに基づいて異なるテキストベースの粒度のクエリを
生成する。テキストベースの粒度は、各クエリを生成するために使用されるテキストの量
を定義する。たとえば、あるテキストベースの粒度では、クエリを生成するために個々の
単語が使用され得る。より高いテキストベースの粒度では、クエリを生成するために、個
々のフレーズまたは他の複数の単語のセットをしきい値の単語数まで使用することができ
る。
【００６４】
　ズームレベルにより、ユーザインターフェースにおいて画像全体が閲覧可能である場合
、コンテンツ取得部は、ユーザ選択可能なターゲットが提示されるテキストのブロックご
とに1つまたは複数のクエリを生成することができる。たとえば、テキストプロセッサ114
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は、たとえば、ブロックのうちの1つのユーザ選択を受信する前に、画像内のテキストの
多数の別個のブロックを識別し、ブロックごとに別個のコンテンツを要求することができ
る。特定の例では、メニューの画像は、前菜用のテキストの第1のブロック、主菜用のテ
キストの第2のブロック、および飲み物用のテキストの第3のブロックを含み得る。この例
では、クエリデータ130は、第1のブロックにおける前菜のリスト、第2のブロックにおけ
る主菜のリスト、および第3のブロックにおける飲み物のリストを含むことができる。検
索エンジン152は、ブロックごとにコンテンツ(たとえば、電子リソース)を個別に識別し
、コンテンツをコンテンツ取得部116に提供することができる。コンテンツ取得部116は、
コンテンツをローカルメモリ124に記憶することができる。このようにして、ユーザがブ
ロックのうちの1つを選択すると、コンテンツ取得部116は、ユーザ選択後にネットワーク
140を介して追加のクエリデータを検索システム150に送信することなしに、ローカルメモ
リ124からユーザ選択のブロックのコンテンツを取得することができる。
【００６５】
　コンテンツ取得部116は、ユーザインターフェース122のズームレベルを変更するユーザ
インターフェース122とのユーザ対話に応答して、ローカルメモリ124に記憶されたコンテ
ンツを更新することができる。たとえば、ユーザがブロックのうちの1つを選択すると、
ユーザインターフェースコントローラ118は選択されたブロックにズームインし、ユーザ
選択のブロック内のテキストの少なくとも一部をユーザ選択可能なターゲットとして提示
することができる。コンテンツ取得部116はまた、更新されたズームレベルに基づいて、
異なるテキストベースの粒度でクエリを生成することができる。たとえば、コンテンツ取
得部は、選択されたブロックにおいて識別されたフレーズごとに、または、ユーザインタ
ーフェースコントローラ118がユーザ選択可能なターゲットとして提示する選択されたブ
ロック内のフレーズごとにクエリを生成することができる。
【００６６】
　前のメニュー例を続けると、ユーザが前菜のブロックを選択した場合、コンテンツ取得
部116は、前菜を表すフレーズごとに1つまたは複数のクエリを生成することができる。コ
ンテンツ取得部116は、たとえば、ユーザが前菜のうちの1つを選択する前、または前菜が
ユーザ選択可能なターゲットとしてユーザインターフェース122において提示される前に
、クエリを指定するクエリデータ130を検索エンジン152に送信することができる。検索エ
ンジン152は、前菜ごとのコンテンツを識別し、識別したコンテンツをコンテンツ取得部1
16に提供することができる。コンテンツ取得部116は、コンテンツをローカルメモリ124に
記憶することができる。このようにして、ユーザが前菜のうちの1つを選択した場合、コ
ンテンツ取得部116は、ユーザ選択後にネットワーク140を介して追加のクエリデータを検
索システム150に送信することなしに、ローカルメモリ124からユーザ選択の前菜のコンテ
ンツを取得することができる。
【００６７】
　いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコントローラ118は、テキストのコ
ンテンツに基づいて、ユーザ選択のテキストに関連するコンテンツを要求する以外のアク
ションを実行することができる。たとえば、画像が電話番号を示している場合、ユーザイ
ンターフェースコントローラ118は、スマートフォンによる電話番号表示のユーザ選択に
応じて、スマートフォン上で通話を開始することができる。別の例では、画像が住所を示
す場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、地図アプリケーションを開き、住
所のユーザ選択に応じて、地図アプリケーションが住所によって参照される場所の地図を
表示することを要求することができる。別の例では、画像がウェブリソースの宛先アドレ
ス、たとえばユニバーサルリソースロケータ(URL)を示す場合、ユーザインターフェース
コントローラ118は、アプリケーション(たとえば、ウェブブラウザ)を開き、アプリケー
ションに、ネットワークアドレスによって参照される電子リソースにナビゲートするよう
要求することができる。別の例では、画像がウェブリソースの電子メールアドレスを示す
場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、電子メールアドレスのユーザ選択に
応じて、たとえば、電子メールアプリケーションを開き、その電子メールアドレス宛ての
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空の電子メールを表示することによって、その電子メールアドレスへの電子メールを開始
することができる。
【００６８】
　いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースコントローラ118は、ビューファイ
ンダ内に表示されるコンテンツを増強するユーザインターフェースを生成する。たとえば
、ユーザは、カメラ112をメニューまたは他のオブジェクトに向けることができる。ユー
ザインターフェースコントローラ118は、ビューファインダ内に現在表示されているテキ
ストブロックおよび/またはテキストの他の部分のユーザ選択可能なターゲットを生成し
、ユーザ選択可能なターゲットにビューファインダ内のテキストを提示することができる
。ユーザがカメラ112を移動させる場合、ユーザインターフェースコントローラ118は、ユ
ーザ選択可能なターゲットが生成されたテキストとともに、ユーザ選択可能なターゲット
をそれらの適切な位置に移動させることができる。ビューファインダ内において新しいテ
キストが可視になると、ユーザインターフェースコントローラ118は、ユーザ選択可能な
ターゲットを生成し、ユーザ選択可能なターゲットのユーザ選択に応じてコンテンツを提
示するために、上述のようにテキストを処理することができる。
【００６９】
　図2は、ユーザ選択のテキストに関連する追加コンテンツを要求するために、ユーザが
テキストを選択することを可能にする例示的なユーザインターフェース205の例示的なス
クリーンショットを示す図である。ユーザインターフェース205の第1のスクリーンショッ
ト210は、例示的なレストランからのメニューの画像211を提示するユーザインターフェー
ス205を示している。たとえば、メニューの画像211をキャプチャするために、ユーザはス
マートフォンのカメラを使用した可能性がある。例示的なメニューは、前菜のセクション
、サンドイッチのセクション、主菜のセクション、およびデザートのセクションを含む。
【００７０】
　ユーザインターフェース205の第2のスクリーンショット220は、メニューの異なるセク
ション用に作成されたユーザ選択可能なターゲット221～224を示している。たとえば、図
1のユーザインターフェースコントローラ118などのユーザインターフェースコントローラ
は、メニューの各セクションが関連テキストのブロックであることを識別し、各セクショ
ンをユーザ選択可能なターゲットとして提示することができる。具体的には、ユーザ選択
可能なターゲット221により、ユーザはメニューの前菜セクションを選択することができ
、ユーザ選択可能なターゲット222により、ユーザはメニューの主菜セクションを選択す
ることができ、ユーザ選択可能なターゲット223により、ユーザはメニューのサンドイッ
チセクションを選択することができ、ユーザ選択可能なターゲット224により、ユーザは
メニューのデザートセクションを選択することができる。
【００７１】
　この例では、ユーザ選択可能な各ターゲット221～224は、そのセクションの周囲にメニ
ューのセクションが選択可能であることをユーザに示す太い線を含む。いくつかの実装形
態では、セクションを選択することができるという事実にユーザの注意を引くために、各
セクションの周囲の線が特定の色であってもよく、特定の明るさを有していてもよい。他
の例では、セクションが選択可能であることを示すために、各セクションのテキストの背
景色が強調表示されても変更されてもよく、または、セクションが選択可能であることを
示すためにテキストの色が変更されてもよい。
【００７２】
　例示的なユーザインターフェース205はまた、スクリーンショット220にアレルギーイン
ジケータ227を含むように更新されている。いくつかの実装形態では、画像アプリケーシ
ョン、たとえば、画像アプリケーション111は、ユーザに関連し、画像に描かれたテキス
トに関連する追加コンテンツを提示するためにユーザによって提供されたユーザデータに
アクセスすることができる。ユーザデータの例は、ユーザがアレルギーを持っている食品
のリストである。画像アプリケーションは、メニューの食品をアレルギーのリストと比較
し、一致する場合は、メニュー内の項目の隣にアレルギーインジケータを提示することが
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できる。この例では、ユーザはエビにアレルギーがあり、アレルギーインジケータ227は
メニュー項目をユーザに示す。
【００７３】
　ユーザは、ユーザ選択可能なターゲット内でタッチすることによって(ユーザデバイス
にタッチスクリーンがある場合)、ポインタおよびマウスを使用してユーザ選択可能なタ
ーゲットをクリックすることによって、または別の適切な方法で、ユーザ選択可能なター
ゲットを選択することができる。この例では、ユーザ選択可能なターゲット221を選択し
、メニューの前菜セクションにズームインするために、ユーザはポインタ226を使用して
いる。
【００７４】
　ユーザ選択可能なターゲット221の選択に応答して、例示的なスクリーンショット230に
示されるように、前菜セクションのズームインされた表示を提示するためにユーザインタ
ーフェース205が更新される。たとえば、メニューの画像211は、第1のズームレベル、た
とえば、デフォルトズームレベルにおいて表示することができる。ユーザ選択可能なター
ゲットが選択されると、選択したセクション内のテキストをより高いズームレベルにおい
て提示するために、ユーザインターフェースのズームレベルを第1のズームレベルよりも
大きい第2のズームレベルに更新することができる。これにより、選択したセクション内
のテキストをユーザがより適切に閲覧し、ユーザがさらにズームインしたり、コンテンツ
を要求したりしたいテキストをより適切に選択することが可能になる。
【００７５】
　例示的なスクリーンショット230では、ユーザインターフェース205はまた、各前菜をユ
ーザ選択可能なターゲットとして示している。たとえば、前菜のチップスアンドサルサは
、ユーザ選択可能なターゲット231として提示され、前菜のスタッフトマッシュルームは
、ユーザ選択可能なターゲット232として提示され、前菜のバッファローウィングは、ユ
ーザ選択可能なターゲット233として提示され、前菜のモッツァレラスティックは、ユー
ザ選択可能なターゲット234として提示される。上述のように、ユーザがテキストのブロ
ックを選択すると、選択されたブロック内のテキストの少なくとも一部をユーザ選択可能
なターゲットとして提示することができる。
【００７６】
　ユーザがユーザ選択可能なターゲットを選択すると、さらにズームインするか、ユーザ
選択のターゲットのコンテンツに関連するコンテンツを提示するために、ユーザインター
フェース205を更新することができる。この例では、ユーザは、ポインタ236を使用してチ
ップスアンドサルサのユーザ選択可能なターゲット231を選択し、それに応じて、例示的
なスクリーンショット240に示されるように、チップスアンドサルサというフレーズにさ
らにズームインするために、ユーザインターフェース205が更新される。
【００７７】
　また、ユーザインターフェース205はまた、「チップスアンドサルサ」というフレーズ
の単語に対してユーザ選択可能なターゲットを提示するように更新されている。具体的に
は、ユーザインターフェース205は、「チップス」という単語に対するユーザ選択可能な
ターゲット241と、「サルサ」という単語に対するユーザ選択可能なターゲット243とを含
む。ユーザインターフェース205は、「アンド」という単語、またはユーザによって選択
される可能性が低い他の単語に対するユーザ選択可能なターゲットを含まなくてもよい。
たとえば、上述のように、ユーザインターフェースコントローラは、テキストのコンテン
ツに利用可能なコンテンツ(たとえば、テキストによって参照されるエンティティ)、また
は他の基準に基づいて、選択したブロックまたはテキストの他の部分のどの単語またはフ
レーズをユーザ選択可能なターゲットとして提示されるべきかを選択することができる。
【００７８】
　ユーザがユーザ選択可能なターゲット241を選択した場合、チップスの栄養情報、チッ
プスの画像、チップスのレシピなどの、チップスに関連するコンテンツを提示するために
、ユーザインターフェース205を更新することができる。同様に、ユーザがユーザ選択可
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能なターゲット243を選択した場合、サルサの栄養情報、サルサの画像、サルサのレシピ
などの、サルサに関連するコンテンツを提示するために、ユーザインターフェース205を
更新することができる。
【００７９】
　図3は、ユーザがテキストを選択し、選択されたテキストに関連するコンテンツを閲覧
することを可能にする例示的なユーザインターフェース305の例示的なスクリーンショッ
ト310および320を示す図である。スクリーンショット310は、図2のスクリーンショット23
0に類似している。スクリーンショット310において、ユーザインターフェース305は、メ
ニューの画像の部分的なビュー(たとえば、ズームインしたビュー)を提示する。具体的に
は、ユーザインターフェース305は、メニューの前菜セクションを含む画像の部分を提示
する。ユーザインターフェース305はまた、メニュー内の前菜項目のユーザ選択可能なタ
ーゲット311～314を提示する。この例では、ユーザは、ポインタ316を使用して、前菜「
チップスアンドサルサ」のユーザ選択可能なターゲット311を選択している。
【００８０】
　ユーザ選択に応答して、スクリーンショット320に示されるように、メニューの画像上
にチップスアンドサルサに関連するコンテンツを提示するように、ユーザインターフェー
ス305が更新される。この例では、コンテンツは、チップスアンドサルサに関する情報と
、チップスアンドサルサの画像323および324とを含むテキストブロック322を含む。テキ
ストブロック322と画像323および324は、選択されたユーザ選択可能なターゲット311が可
視のままであるように、スクリーンショット310において可視であったメニューの画像の
部分の上に提示することができる。たとえば、テキストブロック322と画像323および324
は、チップスアンドサルサのテキストが可視のままである間、他の前菜を描写する画像の
部分の上に提示される。
【００８１】
　いくつかの実装形態では、選択されたテキストが可視のままであり、選択されたテキス
トに関連するコンテンツが選択されたテキストの下に提示されるように、画像の異なる部
分が可視であるように、ユーザインターフェース305を更新することができる。いくつか
の実装形態では、画像の可視部分は変更されず、コンテンツは、選択されたテキストを含
まない画像の部分、たとえば選択されたテキストの上、または選択されたテキストの側面
に提示される。
【００８２】
　図4は、ユーザがテキストを選択し、選択されたテキストに関連するコンテンツを閲覧
することを可能にする例示的なユーザインターフェース405の例示的なスクリーンショッ
ト410および420を示す図である。スクリーンショット410は、図2のスクリーンショット23
0に類似している。スクリーンショット410において、ユーザインターフェース405は、メ
ニューの画像の部分的なビュー(たとえば、ズームインしたビュー)を提示する。具体的に
は、ユーザインターフェース405は、メニューの前菜セクションを含む画像の部分を提示
する。ユーザインターフェース405はまた、メニュー内の前菜項目のユーザ選択可能なタ
ーゲット411～414を提示する。ユーザは、ポインタ416を使用して、前菜「チップスアン
ドサルサ」のユーザ選択可能なターゲット411を選択している。
【００８３】
　この例では、図3の例のように画像上にコンテンツを提示するのではなく、スクリーン
ショット420に示されるように検索結果ページ421を提示するためにユーザインターフェー
ス405が更新されている。検索結果ページ421は、ユーザによって選択されたテキストに基
づいて検索を開始するために使用することができる。たとえば、検索結果ページ421は、
ユーザが「チップスアンドサルサ」というテキストに対してユーザ選択可能なターゲット
411を選択したことに応答して、たとえば画像アプリケーションによって「チップスアン
ドサルサ」というテキストを自動的に入力された検索ボックス422を含む。次いで、ユー
ザは、「チップスアンドサルサの栄養情報」などの修正されたクエリを提出し、修正され
たクエリの検索結果を検索結果ページ421上で閲覧するために、検索ボックス422内のクエ
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リを修正することができる。
【００８４】
　検索結果ページ421はまた、「チップスアンドサルサ」というクエリに基づいて識別さ
れた検索結果423～425を含む。たとえば、画像アプリケーションはクエリを検索エンジン
に提出し、ユーザ選択可能なターゲット411の選択の検出に応答して、検索エンジンから
受信した検索結果を検索結果ページに提示することができる。ユーザがクエリを修正し、
修正されたクエリを提出すると、修正されたクエリの新しい検索結果を、たとえば、検索
結果423～425の代わりに検索結果ページに提示することができる。
【００８５】
　図5は、ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始するための例
示的なプロセス500のフローチャートである。プロセス500の動作は、たとえば、図1のユ
ーザデバイス110などの1つまたは複数のデータ処理装置を含むユーザデバイスによって実
装することができる。プロセス500はまた、データ処理装置を含むシステムによる命令の
実行によりデータ処理装置にプロセス500の動作を実行させるコンピュータストレージ媒
体に記憶された命令によって実装することができる。
【００８６】
　ユーザデバイスは、キャプチャされた画像からテキストを抽出する(502)。画像は、ユ
ーザデバイスのカメラを使用してキャプチャされてもよく、ユーザデバイスに送信される
別のデバイスのカメラによってキャプチャされてもよく、ストレージから取得されてもよ
い。ユーザデバイスは、OCR技法を使用して、キャプチャした画像からテキストを抽出す
ることができる。
【００８７】
　ユーザデバイスは、抽出されたテキストを複数のブロックに分割する(504)。ユーザデ
バイスは、キャプチャされた画像内の抽出されたテキストの配置に基づいて、抽出された
テキストの1つまたは複数の意味解析に基づいて、および/あるいは関連テキストのグルー
プを識別するための他の適切な技法を使用して、抽出されたテキストを関連テキストの複
数のブロックに分割することができる。
【００８８】
　ユーザデバイスは、ユーザデバイスのユーザインターフェース上にそれぞれの第1のユ
ーザ選択可能なターゲットとしてテキストの複数のブロックを提示する(506)。ユーザイ
ンターフェースは、複数のブロックをユーザ選択可能なターゲットとして、第1のズーム
レベルにおいて、たとえば、キャプチャされた画像全体を表示するデフォルトズームレベ
ルにおいて提示することができる。
【００８９】
　ユーザデバイスは、複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出する(50
8)。ユーザは、テキストを選択するために、ユーザ選択可能なターゲットと対話すること
ができる。たとえば、ユーザはテキストの場所でユーザデバイスのディスプレイのタッチ
スクリーンにタッチするか、マウスを使用してテキストをクリックすることができる。
【００９０】
　テキストのユーザ選択に応答して、ユーザデバイスは、第1のブロック内の抽出された
テキストを、ユーザデバイスのユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択
可能なターゲットとして提示する(510)。たとえば、ユーザデバイスは、テキストの第1の
ブロックにズームインするために、ユーザインターフェースを更新することができる。す
なわち、ユーザデバイスは、第1のズームレベルより大きい第2のズームレベルにおいてテ
キストの第1のブロックを表示することができる。このようにして、第1のブロックのテキ
ストはより大きくなり、ユーザが、そのテキストに関連するコンテンツを要求するために
適切なテキストを選択することがより容易になる。
【００９１】
　ユーザデバイスは、テキストの第1のブロック内の抽出されたテキストの一部のユーザ
選択を検出する(512)。それに応じて、ユーザデバイスは、選択したテキストのコンテン
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ツに基づいてアクションを開始する(514)。アクションは、選択したテキストのコンテン
ツに応じて異なる場合がある。たとえば、選択したテキストのコンテンツが電話番号であ
る場合、アクションは電話番号を使用して電話をかけることであってよい。選択したテキ
ストのコンテンツが住所の場合、アクションはその住所への地図アプリケーションを開く
ことであってよい。
【００９２】
　選択したテキストのコンテンツがエンティティであるか、対応するアクションを有しな
い場合、アクションは選択したテキストのコンテンツに関連するコンテンツを要求するこ
とであってよい。たとえば、ユーザデバイスは、選択したテキストのコンテンツに基づい
て1つまたは複数の検索クエリを生成し、選択したテキストのコンテンツを使用して検索
を開始することができる。
【００９３】
　いくつかの実装形態では、アクションは、ユーザが好みの検索クエリを選択することを
可能にするために、ユーザインターフェース上に複数の候補の検索クエリを表示すること
であってよい。候補の検索クエリは、選択したテキストのコンテンツに基づくことができ
る。たとえば、候補の検索クエリは、選択したテキストのコンテンツと、選択したテキス
トのコンテンツに関連する1つまたは複数の推奨される用語を含むことができる。ユーザ
が候補クエリのうちの1つを選択すると、ユーザデバイスはクエリを検索エンジンに送信
し、選択したクエリに関連する検索結果またはコンテンツをユーザインターフェースに提
示することができる。
【００９４】
　図6は、検索クエリに応答してコンテンツを提供するための例示的なプロセス600のフロ
ーチャートである。プロセス600の動作は、たとえば、図1の検索システム150などの1つま
たは複数のデータ処理装置を含むシステムによって実装することができる。プロセス600
はまた、データ処理装置を含むシステムによる命令の実行によりデータ処理装置にプロセ
ス600の動作を実行させるコンピュータストレージ媒体に記憶された命令によって実装す
ることができる。
【００９５】
　本システムはクエリデータを受信する(602)。クエリデータは、キャプチャされた画像
のクエリとコンテキストデータを含むことができる。クエリは、画像に描かれ、ユーザに
よって選択されたテキストのコンテンツを含むことができる。コンテキストデータは、画
像に描かれているがユーザによって選択されていない他のテキストを含むことができる。
【００９６】
　本システムは、コンテキストデータに基づいて画像の分類を試みる(604)。たとえば、
本システムは、コンテキストデータに含まれる画像のテキストに基づいて画像の分類を試
みるために、1つまたは複数の機械学習モデルを使用することができる。機械学習モデル
の出力は、あらかじめ定義されたカテゴリのセット(たとえば、メニュー、映画、音楽、
看板など)の1つであってもよく、分類なしであってもよい。
【００９７】
　画像がカテゴリのうちの1つに属すると本システムが決定した場合、本システムは、ユ
ーザ選択のテキストのコンテンツとカテゴリとの組合せに基づいて、電子リソース(たと
えば、ウェブページ、画像、ビデオなど)を識別してランク付けする(608)。たとえば、本
システムは、識別されたカテゴリに基づく1つまたは複数の用語を含めるために、選択さ
れたテキストのコンテンツに基づくクエリを修正することができる。別の例では、本シス
テムは、カテゴリに関連するリソースのランクを高める、および/またはカテゴリに関連
しないリソースのランクを下げることができる。
【００９８】
　画像がカテゴリのうちのいずれにも属さないとシステムが決定した場合、本システムは
一般的な検索を使用してリソースを識別してランク付けする(610)。たとえば、本システ
ムはクエリを修正したり、リソースのランキングを調整したりすることはできない。代わ



(29) JP 2020-521219 A 2020.7.16

10

20

30

40

50

りに、本システムは選択されたテキストのコンテンツのみに基づいてリソースを識別する
ことができる。
【００９９】
　本システムは、クエリデータが受信されたユーザデバイスでの提示のための検索結果コ
ンテンツを提供する(612)。いくつかの実装形態では、検索結果コンテンツは、クエリに
基づいて識別されたリソースと、任意で画像がカテゴリのうちの1つに属すると分類され
た場合の画像のカテゴリを含むことができる。たとえば、ユーザデバイスは、テキストが
選択された画像を含むコンテンツ(たとえば、ウェブページのテキスト、画像、埋込みビ
デオ、またはビデオへのリンクなど)を表示することができる。
【０１００】
　いくつかの実装形態では、検索結果コンテンツは、クエリに基づいて識別されたリソー
スの検索結果と、任意で画像がカテゴリのうちの1つに属すると分類された場合の画像の
カテゴリを含む。たとえば、ユーザデバイスは、検索結果を検索結果ページに、たとえば
画像の代わりに、または画像の上に提示することができる。
【０１０１】
　本明細書に記載される主題および動作の実施形態は、本明細書で開示される構造および
それらの構造的同等物を含む、デジタル電子回路、あるいはコンピュータソフトウェア、
ファームウェア、またはハードウェア、あるいはそれらの1つまたは複数の組合せにおい
て実装することができる。本明細書に記載される主題の実施形態は、データ処理装置によ
る実行のために、またはデータ処理装置の動作を制御するためにコンピュータストレージ
媒体にエンコードされた、1つまたは複数のコンピュータプログラム、すなわち、コンピ
ュータプログラム命令の1つまたは複数のモジュールとして実装することができる。代替
的または追加的に、プログラム命令は、データ処理装置による実行のために適切な受信機
装置に送信するための情報をエンコードするために生成される、人工的に生成された伝播
信号、たとえば、機械生成電気、光学、または電磁信号でエンコードすることができる。
コンピュータストレージ媒体は、コンピュータ可読ストレージデバイス、コンピュータ可
読ストレージ基板、ランダムまたはシリアルアクセスメモリアレイまたはデバイス、ある
いはそれらの1つまたは複数の組合せであってもよく、またはそれらに含まれてもよい。
さらに、コンピュータストレージ媒体は伝播信号ではないが、コンピュータストレージ媒
体は、人工的に生成された伝播信号にエンコードされたコンピュータプログラム命令のソ
ースまたは宛先であり得る。コンピュータストレージ媒体はまた、1つまたは複数の別個
の物理的コンポーネントあるいは媒体(たとえば、複数のCD、ディスク、または他のスト
レージデバイス)であってもよく、それに含まれてもよい。
【０１０２】
　本明細書に記載される動作は、1つまたは複数のコンピュータ可読ストレージデバイス
に記憶されたデータ、または他のソースから受信したデータに対してデータ処理装置によ
って実行される動作として実装することができる。
【０１０３】
　「データ処理装置」という用語は、例として、プログラマブルプロセッサ、コンピュー
タ、チップ上のシステム、あるいは前述のものの複数のもの、または組合せを含む、デー
タを処理するためのあらゆる種類の装置、デバイス、および機械を包含する。本装置は、
たとえば、FPGA(フィールドプログラマブルゲートアレイ)またはASIC(特定用途向け集積
回路)などの専用論理回路を含むことができる。本装置はまた、ハードウェアに加えて、
問題のコンピュータプログラムの実行環境を作成するコード、たとえば、プロセッサファ
ームウェア、プロトコルスタック、データベース管理システム、オペレーティングシステ
ム、クロスプラットフォームランタイム環境、仮想マシン、あるいはそれらの1つまたは
複数の組合せを構成するコードも含むことができる。本装置と実行環境は、ウェブサービ
ス、分散コンピューティング、およびグリッドコンピューティングインフラストラクチャ
などの、様々な異なるコンピューティングモデルインフラストラクチャを実現することが
できる。
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【０１０４】
　コンピュータプログラム(プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、またはコードとしても知られる)は、コンパイラ型言語またはインタープ
リタ型言語、宣言型言語または手続き型言語を含む、任意の形式のプログラミング言語で
記述することができ、スタンドアロンプログラムとして、あるいはモジュール、コンポー
ネント、サブルーチン、オブジェクト、またはコンピューティング環境での使用に適した
他のユニットとして、を含む任意の形式で展開することができる。コンピュータプログラ
ムは、ファイルシステム内のファイルに対応する場合があるが、そうである必要はない。
本プログラムは、他のプログラムまたはデータを保持するファイルの一部(たとえば、マ
ークアップ言語ドキュメントに記憶された1つまたは複数のスクリプト)、問題のプログラ
ム専用の単一のファイル、または複数の調整ファイル(たとえば、1つまたは複数のモジュ
ール、サブプログラム、あるいはコードの一部を記憶するファイル)に記憶することがで
きる。コンピュータプログラムは、1つのコンピュータ上で、または1つのサイトに配置さ
れているか、複数のサイトにわたって分散され、通信ネットワークで相互接続されている
複数のコンピュータ上で実行されるように展開することができる。
【０１０５】
　本明細書に記載されるプロセスと論理フローは、入力データを操作して出力を生成する
ことによってアクションを実行するために、1つまたは複数のコンピュータプログラムを
実行する1つまたは複数のプログラム可能なプロセッサによって実行することができる。
プロセスおよび論理フローはまた、特殊用途の論理回路、たとえばFPGA(フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ)またはASIC(特定用途向け集積回路)によって実行することもで
き、装置はそれらとして実装することもできる。
【０１０６】
　コンピュータプログラムの実行に適したプロセッサは、例として、汎用および専用の両
方のマイクロプロセッサ、およびあらゆる種類のデジタルコンピュータの任意の1つまた
は複数のプロセッサを含む。一般的に、プロセッサは、読取り専用メモリまたはランダム
アクセスメモリ、あるいはその両方から命令およびデータを受信する。コンピュータの重
要な要素は、命令に従ってアクションを実行するためのプロセッサと、命令およびデータ
を記憶するための1つまたは複数のメモリデバイスである。一般に、コンピュータはまた
、データを格納するための1つまたは複数の大容量ストレージデバイス、たとえば磁気デ
ィスク、光磁気ディスク、または光ディスクを含むか、それらからデータを受信する、ま
たはそれらにデータを転送するように動作可能に結合される。しかしながら、コンピュー
タにそのようなデバイスは必要ない。さらに、コンピュータは別のデバイス、たとえば、
ほんの数例を挙げると、モバイル電話、携帯情報端末(PDA)、モバイルオーディオまたは
ビデオプレーヤ、ゲームコンソール、全地球測位システム(GPS)受信機、またはポータブ
ルストレージデバイス(たとえば、ユニバーサルシリアルバス(USB)フラッシュドライブ)
に組み込むことができる。コンピュータプログラムの命令およびデータを記憶するために
適したデバイスは、例として、半導体メモリデバイス、たとえば、EPROM、EEPROM、およ
びフラッシュメモリデバイス、磁気ディスク、たとえば、内蔵ハードディスクまたはリム
ーバブルディスク、磁気ディスク、ならびにCD ROMおよびDVD-ROMディスクを含む、すべ
ての形態の不揮発性メモリ、メディアおよびメモリデバイスを含む。プロセッサおよびメ
モリは、専用論理回路によって補完されてもよく、専用論理回路に組み込まれてもよい。
【０１０７】
　ユーザとの対話を提供するために、本明細書に記載される主題の実施形態は、ユーザに
情報を表示するためのディスプレイデバイス、たとえば、CRT(陰極線管)またはLCD(液晶
ディスプレイ)モニタ、ユーザがコンピュータに入力を提供することができるキーボード
およびポインティングデバイス、たとえばマウスまたはトラックボールを有するコンピュ
ータ上で実装することができる。ユーザとの対話を提供するために他の種類のデバイスを
使用することもでき、たとえば、ユーザに提供されるフィードバックは、たとえば、視覚
フィードバック、聴覚フィードバック、または触覚フィードバックなどの任意の形式の感
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覚フィードバックであってよく、ユーザからの入力は、音響、音声、または触覚の入力を
含む任意の形式で受信することができる。さらに、コンピュータは、ユーザによって使用
されるデバイスとの間で文書を送受信することによって、たとえば、ウェブブラウザから
受信した要求に応じて、ユーザのクライアントデバイス上のウェブブラウザにウェブペー
ジを送信することによって、ユーザと対話することができる。
【０１０８】
　本明細書に記載される主題の実施形態は、たとえばデータサーバとしてのバックエンド
コンポーネントを含む、またはアプリケーションサーバなどのミドルウェアコンポーネン
トを含む、またはユーザが本明細書に記載される主題の実装形態と対話することができる
グラフィカルユーザインターフェースまたはウェブブラウザを有するクライアントコンピ
ュータなどのフロントエンドコンポーネントを含むコンピューティングシステムにおいて
、あるいは1つまたは複数のそのようなバックエンドコンポーネント、ミドルウェアコン
ポーネント、またはフロントエンドコンポーネントの任意の組合せにおいて実装すること
ができる。本システムのコンポーネントは、任意の形式または媒体のデジタルデータ通信
、たとえば通信ネットワークによって相互接続することができる。通信ネットワークの例
は、ローカルエリアネットワーク(「LAN」)およびワイドエリアネットワーク(「WAN」)、
インターネットワーク(たとえば、インターネット)、およびピアツーピアネットワーク(
たとえば、アドホックピアツーピアネットワーク)を含む。
【０１０９】
　コンピューティングシステムは、クライアントとサーバを含むことができる。通常、ク
ライアントとサーバは互いにリモートであり、通常は通信ネットワークを通じて対話する
。クライアントとサーバの関係は、それぞれのコンピュータで実行され、相互にクライア
ントとサーバの関係を有するコンピュータプログラムによって発生する。いくつかの実施
形態では、サーバは、データ(たとえば、HTMLページ)をクライアントデバイスに送信する
(たとえば、クライアントデバイスと対話するユーザにデータを表示し、クライアントデ
バイスと対話するユーザからユーザ入力を受信する目的で)。クライアントデバイスにお
いて生成されたデータ(たとえば、ユーザ対話の結果)は、サーバにおいてクライアントデ
バイスから受信することができる。
【０１１０】
　本明細書は多くの特定の実装形態の詳細を含むが、これらは、発明の範囲または請求さ
れるものの範囲を制限するものではなく、特定の発明の特定の実施形態に特有の特徴の説
明として解釈されるべきである。別個の実施形態の文脈において本明細書に記載されてい
る特定の特徴は、単一の実施形態において組み合わせて実装することもできる。逆に、単
一の実施形態の文脈において説明される様々な特徴は、複数の実施形態において別々に、
または任意の適切なサブコンビネーションにおいて実装することもできる。さらに、特徴
は特定の組合せにおいて作用するものとして上記で説明され、最初にそのように主張され
得るが、主張された組合せからの1つまたは複数の特徴は、場合によっては組合せから削
除することができ、主張された組合せはサブコンビネーションまたはサブコンビネーショ
ンのバリエーションに向けられ得る。
【０１１１】
　同様に、動作は図面において特定の順序で描かれているが、これは、望ましい結果を達
成するために、そのような動作が示されている特定の順序または連続した順序で実行され
ること、あるいはすべての説明された動作が実行されることを必要とするものとして理解
されるべきではない。特定の環境では、マルチタスキングおよび並列処理が有利な場合が
ある。さらに、上記の実施形態における様々なシステムコンポーネントの分離は、すべて
の実施形態においてそのような分離を必要とするものとして理解されるべきではなく、説
明されたプログラムコンポーネントおよびシステムは一般に単一のソフトウェア製品に一
緒に統合することもでき、複数のソフトウェア製品にパッケージ化されることが理解され
るべきである。したがって、主題の特定の実施形態が説明された。他の実施形態は、以下
の特許請求の範囲内にある。場合によっては、特許請求の範囲に記載されているアクショ
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ンを異なる順序で実行しても、依然として望ましい結果を達成することができる。さらに
、添付の図面に描かれているプロセスは、望ましい結果を達成するために、示されている
特定の順序、または連続した順序を必ずしも必要としない。特定の実装形態では、マルチ
タスキングおよび並列処理が有利な場合がある。
【符号の説明】
【０１１２】
　　100　例示的な環境
　　110　ユーザデバイス
　　111　画像アプリケーション
　　112　カメラ
　　113　画像
　　114　テキストプロセッサ
　　115　画像データ
　　116　コンテンツ取得部
　　118　ユーザインターフェースコントローラ、コンテンツ取得部
　　118　UIコントローラ
　　119　要求データ
　　120　ディスプレイ
　　122　ユーザインターフェース
　　123　要求データ
　　124　ローカルメモリ
　　130　クエリデータ
　　132　コンテンツ
　　140　データ通信ネットワーク
　　150　検索システム
　　152　検索エンジン
　　154　コンテキスト分類器
　　156　インデックス
　　205　ユーザインターフェース
　　210　第1のスクリーンショット
　　211　画像
　　220　第2のスクリーンショット
　　221　ユーザ選択可能なターゲット
　　222　ユーザ選択可能なターゲット
　　223　ユーザ選択可能なターゲット
　　224　ユーザ選択可能なターゲット
　　226　ポインタ
　　227　アレルギーインジケータ
　　230　スクリーンショット
　　231　ユーザ選択可能なターゲット
　　232　ユーザ選択可能なターゲット
　　233　ユーザ選択可能なターゲット
　　234　ユーザ選択可能なターゲット
　　236　ポインタ
　　240　スクリーンショット
　　241　ユーザ選択可能なターゲット
　　243　ユーザ選択可能なターゲット
　　305　ユーザインターフェース
　　310　スクリーンショット
　　311～314　ユーザ選択可能なターゲット



(33) JP 2020-521219 A 2020.7.16

10

　　311　ユーザ選択可能なターゲット
　　316　ポインタ
　　320　スクリーンショット
　　322　テキストブロック
　　323　画像
　　324　画像
　　405　ユーザインターフェース
　　410　スクリーンショット
　　411～414　ユーザ選択可能なターゲット
　　411　ユーザ選択可能なターゲット
　　416　ポインタ
　　420　スクリーンショット
　　421　検索結果ページ
　　422　検索ボックス
　　423～425　検索結果
　　500　プロセス
　　600　プロセス

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月22日(2019.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザデバイスによって、キャプチャされた画像からテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割するス
テップと、
　前記ユーザデバイスによって、第1のズームレベルにおいて、前記ユーザデバイスのユ
ーザインターフェース上にそれぞれのユーザ選択可能なターゲットとして前記ブロックを
提示するステップと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出するステップと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記ユーザデバイスによって
、前記第1のズームレベルより大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内
の前記抽出されたテキストの一部を、前記ユーザデバイスの前記ユーザインターフェース
上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとして提示するステップと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザデバイスによって、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアク
ションを開始するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記アクションを開始するステップが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される
宛先アドレスへの通信を開始するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　前記ユーザデバイスによって、検索エンジンに前記検索クエリを送信するステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成するステップと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示するステップと、
　前記候補検索クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザデバイスによって
、選択された候補検索クエリを検索エンジンに送信するステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップをさらに
備え、
　前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記画像の前記抽出
されたコンテキストにさらに基づいて、前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成
するステップを備える、請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前
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記画像が複数のあらかじめ定義されたカテゴリの1つに該当するかどうかを決定するステ
ップと
をさらに備え、
　前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記画像が前記あら
かじめ定義されたカテゴリの1つに該当する場合、前記抽出されたコンテキストにさらに
基づいて前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップを備え、該当しな
い場合、前記検索クエリまたは前記候補検索クエリを生成するステップが、前記ユーザ選
択のテキストの前記コンテンツのみに基づく、請求項3または4に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　少なくとも1つのブロックについて、前記ユーザデバイスによって、前記ブロックの前
記抽出されたテキストに基づいて1つまたは複数の検索クエリを生成するステップと、
　前記ユーザデバイスから検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信するス
テップと、
をさらに備える、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザデバイスが、前記ユーザインターフェース上にユーザ選択可能なそれぞれの
ターゲットとして前記ブロックを提示する前に、前記1つまたは複数の検索クエリを生成
して送信する、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザデバイスにおいて、前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エ
ンジンから検索結果コンテンツを受信するステップと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶するス
テップと
をさらに備える、請求項7または8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエリを
生成するステップが、
　前記ブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度にお
いてテキストの複数の第1のセットに解析するステップと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップと
を備える、請求項7、8、または9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記ユーザデバイスによって、前記ブロックの前記抽出されたテキストを、テキスト
ベースの粒度の前記第1のレベルよりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度におい
てテキストの複数の第2のセットに解析するステップと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　前記ユーザデバイスによって、テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを
生成するステップと、
　　　前記ユーザデバイスから前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信するステッ
プと、
　　　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記追加の検索クエ
リに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶する
ステップと
をさらに備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割するステップが、前記抽出されたテキス



(37) JP 2020-521219 A 2020.7.16

トの意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項1から11のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェース上に、検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて受信
したコンテンツを表示するステップをさらに備える、請求項3から11のいずれか一項、ま
たは請求項3から11のいずれか一項に従属する請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　1つまたは複数のコンピュータによって実行されると、前記1つまたは複数のコンピュー
タに、請求項1から13のいずれか一項において定義された方法を実行させる命令でエンコ
ードされたコンピュータストレージ媒体。
【請求項１５】
　請求項1から13のいずれか一項において定義された方法を実行するように構成された、
プロセッサ。
【請求項１６】
　ユーザデバイスによって、画像からテキストを抽出するステップと、
　前記ユーザデバイスによって、前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割するス
テップと、
　前記ユーザデバイスによって、第1のズームレベルにおいて、前記ユーザデバイスのユ
ーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選択可能なターゲットとして前記複数
のブロックを提示するステップと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出するステップと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記ユーザデバイスによって
、前記第1のズームレベルより大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内
の前記抽出されたテキストの一部を、前記ユーザデバイスの前記ユーザインターフェース
上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとして提示するステップと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザデバイスによって、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアク
ションを開始するステップと
を備える、方法。
【請求項１７】
　前記アクションを開始するステップが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される
宛先アドレスへの通信を開始するステップを備える、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　前記ユーザデバイスによって、検索エンジンに前記検索クエリを送信するステップと
を備える、請求項16に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定するステップと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定するステップに応
答して、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整するステップと
をさらに備える、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づい
て選択された検索結果コンテンツを受信するステップをさらに備え、前記検索エンジンが
、前記画像が属する前記1つのあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をラン
ク付けする、請求項19に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記ユーザデバイスによって、前記画像からコンテキストを抽出するステップと、
　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定するステップと
をさらに備え、
　前記検索クエリを生成するステップが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般
的な検索クエリを生成するステップを備える、請求項18に記載の方法。
【請求項２２】
　前記アクションを開始するステップが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成するステップと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示するステップと、
　前記候補検索クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザデバイスによって
、前記ユーザ選択の候補検索クエリを検索エンジンに送信するステップと
を備える、請求項16に記載の方法。
【請求項２３】
　ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記ユーザデバイスによって、前記第1のブロックの前記
抽出されたテキストに基づいて1つまたは複数の検索クエリを生成するステップと、
　前記ユーザデバイスから検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信するス
テップと、
をさらに備える、請求項16に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ユーザデバイスが、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ユーザデバイスによって、前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エ
ンジンから検索結果コンテンツを受信するステップと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶するス
テップと
をさらに備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成するステップが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析するステップと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成するステップと
を備える、請求項23に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記ユーザデバイスによって、前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前
記第1のレベルのテキストベースの粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第2のセットに解析するステップと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　前記ユーザデバイスによって、テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを
生成するステップと、
　　　前記ユーザデバイスから前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信するステッ
プと、
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　　　前記ユーザデバイスによって、および前記検索エンジンから、前記追加の検索クエ
リに基づく追加の検索結果コンテンツを受信するステップと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記ユーザデバイスのローカルメモリに記憶する
ステップと
をさらに備える、請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割するステップが、前記抽出されたテキス
トの意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項16に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ユーザインターフェース上に、検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて受信
したコンテンツを表示するステップをさらに備える、請求項16に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ユーザインターフェース上に、前記検索エンジンから前記ユーザデバイスにおいて
受信したコンテンツを表示するステップが、前記画像の少なくとも一部とともに前記コン
テンツを前記ユーザデバイスのビューポートに表示するステップを備える、請求項29に記
載の方法。
【請求項３１】
　データ処理装置と、
　前記データ処理装置とデータ通信し、前記データ処理装置によって実行可能な命令を記
憶するメモリ装置であって、前記命令が、そのような実行時に、前記データ処理装置に、
　　画像からテキストを抽出することと、
　　前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割することと、
　　第1のズームレベルにおいて、ユーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選
択可能なターゲットとして前記複数のブロックを提示することと、
　　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することと、
　　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記第1のズームレベルより
大きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一
部を、前記ユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットと
して提示することと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答し
て、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始することと
を備える動作を実行させる、メモリ装置と
を備える、システム。
【請求項３２】
　前記アクションを開始することが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される宛先
アドレスへの通信を開始することを備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記検索クエリを送信することと
を備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定することと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定することに応答し
て、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整することと
をさらに備える、請求項33に記載のシステム。
【請求項３５】
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　前記動作が、前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づいて選択された検索結果コ
ンテンツを受信することをさらに備え、前記検索エンジンが、前記画像が属する前記1つ
のあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をランク付けする、請求項34に記載
のシステム。
【請求項３６】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定することと
をさらに備え、
　前記検索クエリを生成することが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般的な
検索クエリを生成することを備える、請求項33に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成することと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示することと、
　前記候補検索クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、選択された候補検索クエリを
検索エンジンに送信することと
を備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記動作が、ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて
1つまたは複数の検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信することと、
をさらに備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記データ処理装置が、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項38に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記動作が、
　前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エンジンから検索結果コンテンツ
を受信することと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶するこ
とと
をさらに備える、請求項38に記載のシステム。
【請求項４１】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成することが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析することと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成することと
を備える、請求項38に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記動作が、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
　　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前記第1のレベルのテキストベース
の粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2の
セットに解析することと、
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　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成することと、
　　　前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信することと、
　　　前記検索エンジンから、前記追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツ
を受信することと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶する
ことと
をさらに備える、請求項41に記載のシステム。
【請求項４３】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割することが、前記抽出されたテキストの
意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項31に記載のシステム。
【請求項４４】
　前記動作が、検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に
表示することをさらに備える、請求項31に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に表示する
ことが、前記画像の少なくとも一部とともに前記データ処理装置のビューポートに前記コ
ンテンツを表示することを備える、請求項44に記載のシステム。
【請求項４６】
　データ処理装置によって実行されると、前記データ処理装置に、
　　画像からテキストを抽出することと、
　　前記抽出されたテキストを複数のブロックに分割することと、
　　第1のズームレベルにおいて、ユーザインターフェース上にそれぞれの第1のユーザ選
択可能なターゲットとして前記複数のブロックを提示することと、
　前記複数のブロックのうちの第1のブロックのユーザ選択を検出することと、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、前記第1のズームレベルより大
きい第2のズームレベルにおいて、前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部
を、前記ユーザインターフェース上にそれぞれの第2のユーザ選択可能なターゲットとし
て提示することと、
　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部のユーザ選択の検出に応答して
、前記ユーザ選択のテキストのコンテンツに基づいてアクションを開始することと
を備える動作を実行させる命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項４７】
　前記アクションを開始することが、前記ユーザ選択のテキストによって識別される宛先
アドレスへの通信を開始することを備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読
ストレージ媒体。
【請求項４８】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて検索クエリを生成するステップ
と、
　検索エンジンに前記検索クエリを送信することと
を備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項４９】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記画像の前記抽出されたコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属すると決定することと、
　前記画像が前記あらかじめ定義されたカテゴリの1つに属すると決定することに応答し
て、前記抽出されたコンテキストに基づいて前記検索クエリを調整することと
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をさらに備える、請求項48に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５０】
　前記動作が、前記検索エンジンから、前記検索クエリに基づいて選択された検索結果コ
ンテンツを受信することをさらに備え、前記検索エンジンが、前記画像が属する前記1つ
のあらかじめ定義されたカテゴリに基づいて検索結果をランク付けする、請求項49に記載
の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５１】
　前記動作が、
　前記画像からコンテキストを抽出することと、
　前記抽出された前記画像のコンテキストを使用して、前記画像が複数のあらかじめ定義
されたカテゴリの1つに属さないと決定することと
をさらに備え、
　前記検索クエリを生成することが、前記ユーザ選択のテキストのみに基づいて一般的な
検索クエリを生成することを備える、請求項48に記載の非一時的コンピュータ可読ストレ
ージ媒体。
【請求項５２】
　前記アクションを開始することが、
　前記ユーザ選択のテキストの前記コンテンツに基づいて、2つ以上の候補検索クエリを
生成することと、
　前記ユーザインターフェースに前記候補検索クエリを表示することと、
　前記候補検索クエリのうちの1つのユーザ選択に応じて、前記ユーザ選択の候補検索ク
エリを検索エンジンに送信することと
を備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５３】
　前記動作が、ユーザが前記ブロックのうちのいずれかを選択する前に、
　前記第1のブロックについて、前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて
1つまたは複数の検索クエリを生成することと、
　検索エンジンに前記1つまたは複数の検索クエリを送信することと、
をさらに備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５４】
　前記データ処理装置が、前記複数のブロックを前記ユーザインターフェース上にそれぞ
れの第1のユーザ選択可能なターゲットとして提示する前に、前記1つまたは複数の検索ク
エリを生成して送信する、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５５】
　前記動作が、
　前記1つまたは複数の検索クエリに基づいて前記検索エンジンから検索結果コンテンツ
を受信することと、
　前記受信した検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶するこ
とと
をさらに備える、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５６】
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストに基づいて前記1つまたは複数の検索クエ
リを生成することが、
　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、第1のレベルのテキストベースの粒度
においてテキストの複数の第1のセットに解析することと、
　テキストの第1のセットごとに検索クエリを生成することと
を備える、請求項53に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５７】
　前記動作が、
　前記第1のブロックの前記ユーザ選択の検出に応答して、
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　　前記第1のブロックの前記抽出されたテキストを、前記第1のレベルのテキストベース
の粒度よりも大きい第2のレベルのテキストベースの粒度においてテキストの複数の第2の
セットに解析することと、
　　前記第1のブロック内の前記抽出されたテキストの一部の前記ユーザ選択を受信する
前に、
　　　テキストの第2のセットごとに追加の検索クエリを生成することと、
　　　前記検索エンジンに各追加の検索クエリを送信することと、
前記検索エンジンから、前記追加の検索クエリに基づく追加の検索結果コンテンツを受信
することと、
　　　前記追加の検索結果コンテンツを前記データ処理装置のローカルメモリに記憶する
ことと
をさらに備える、請求項56に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒体。
【請求項５８】
　前記抽出されたテキストを前記ブロックに分割することが、前記抽出されたテキストの
意味解析に少なくとも部分的に基づく、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読スト
レージ媒体。
【請求項５９】
　前記動作が、検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に
表示することをさらに備える、請求項46に記載の非一時的コンピュータ可読ストレージ媒
体。
【請求項６０】
　前記検索エンジンから受信したコンテンツを前記ユーザインターフェース上に表示する
ことが、前記画像の少なくとも一部とともに前記データ処理装置のビューポートに前記コ
ンテンツを表示することを備える、請求項59に記載の非一時的コンピュータ可読ストレー
ジ媒体。
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